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ライプニッツの法理論と「近代国際法」（二）

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
と
「
近
代
国
際
法
」（
二
）

―
―
「
法
」・「
国
家
」・「
主
権
」・「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
の
観
念
を
題
材
と
し
て
―
―

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論

第
一
章　

予
備
的
考
察
：
国
際
法
（
史
）
研
究
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
位
置
付
け

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
国
際
法
」
関
連
文
献
及
び
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ

　

第
二
節　

国
際
法
史
研
究
者
の
視
点
か
ら
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

　

ま
と
め

（
以
上
、
八
十
八
巻
十
一
号
）

第
二
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
若
干
の
特
色

　
　

㈠　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
基
本
的
問
題
点

　
　
　

⑴　

法
（jus

）
及
び
法
律
（lex

）
の
定
義
を
巡
る
問
題
点

　
　
　

⑵　

著
作
間
に
お
け
る
矛
盾
：
主
意
主
義
（V

oluntarism
us

）

と
主
知
主
義
（Intellektualism

us

）

　
　

㈡　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
法
学
（jurisprudentia

）
の
観
念

　
　
　

⑴　

法
学
と
主
知
主
義
的
法
認
識

　
　
　

⑵　
「
普
遍
的
法
学
」（jurisprudentia universalis

）
構
想
の

可
能
性

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
基
本
的
構
成

　
　

㈠　

法
の
構
成
要
素
と
基
本
的
分
類

　
　
　

⑴　

法
の
構
成
要
素

　
　
　

⑵　

法
の
基
本
的
分
類
（
Ⅰ
）：
自
然
法
と
実
定
法
、
そ
し
て
意

思
法
（jus voluntarium

）

　
　
　

⑶　

法
の
基
本
的
分
類
（
Ⅱ
）：
私
法
（jus privatum

）
と
公
法

（jus publicum

）

　
　

㈡　

自
然
法

　
　
　

⑴　

自
然
法
の
観
念
：
自
然
法
の
目
的
及
び
認
識
方
法
、
そ
し
て

神
法
と
の
関
係



36

法学研究 89 巻 4 号（2016：4）

第
二
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
観
念

は
じ
め
に

　

本
章
で
は
、（
次
章
以
下
で
行
わ
れ
る
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
考
か
ら
析
出
さ
れ
る
「
国
際
法
」
に
関
連
す
る
諸
観
念
の
検
討
の
た

め
の
分
析
視
角
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
観
念
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。
但
し
、（
こ
の

目
的
か
ら
明
白
で
は
あ
る
が
）
本
章
に
お
け
る
考
察
対
象
は
、
次
章
以
下
の
検
討
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
若
干
の
観
念
に
限
定
さ

　
　
　

⑵　
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」

　
　

㈢　

正
義

　
　
　

⑴　
「
正
義
」
の
定
義

　
　
　

⑵　

法
と
正
義
の
関
係

　
　
　

⑶　
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
と
正
義
の
接
合

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
家
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
社
会
」

　

第
二
節　

国
家
観
念
を
巡
る
諸
問
題

　

第
三
節　

国
家
の
抽
象
的
人
格
性

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
六
号
）

第
四
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
︱︱

“Suprem

atus

”観
念
の

分
析
を
中
心
と
し
て

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
統
治
権
」
観
念
の
錯
綜

　

第
二
節　

“Suprem
atus

”・
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas  

territorialis

”・
“Souveraineté

”

　

第
三
節　

“Suprem
atus

”理
論
に
お
け
る
帝
国
等
族

　

第
四
節　

“Suprem
atus

”の
特
質

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
七
号
）

第
五
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念

　

は
じ
め
に
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
欧
州
社
会
観
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
を
巡
る
諸
観
念

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
内
実

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

結
論

（
以
上
、
八
十
九
巻
八
号
）
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れ
て
お
り
、
彼
の
「
法
」
観
念
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　

以
下
本
章
で
は
、
先
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
認
識
を
巡
る
若
干
の
特
色
を
、
基
本
的
問
題
点
及
び
「
法
学
」
の
観
念
の
検

討
を
通
じ
て
描
き
出
し
（
第
一
節
）、
続
い
て
、
彼
の
法
観
念
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
第
二
節
）
が
、
そ
こ
で
は
法
の
基

本
的
分
類
を
瞥
見
し
た
上
で
、
特
に
、
彼
の
法
観
念
の
重
要
な
構
成
要
素
と
考
え
ら
れ
る
自
然
法
及
び
正
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
す
る
。

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
若
干
の
特
色

　

㈠　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
基
本
的
問
題
点

　

⑴　

法
（jus

）
及
び
法
律
（lex
）
の
定
義
を
巡
る
問
題
点

　
「
法
」（jus

）
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
如
何
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
対
す
る
解

答
を
、「
法
」
の
定
義
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
法
」
そ
れ

自
体
の
定
義
を
殆
ど
与
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る（（（（
（

。
僅
か
に
見
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
一
六
七
八
年
頃
に
執
筆
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
『
三
段
階
論
』
の
冒
頭
に
登
場
す
る
「
我
々
が
関
わ
る
法
と
は
、
慈
愛
の
学
問
で
あ
り
、
正
義
と
は
、
智
者
の
慈

愛
又
は
徳
で
あ
り
、
そ
の
慈
愛
又
は
徳
は
、
人
間
に
対
す
る
人
間
の
好
意
を
理
性
に
よ
っ
て
制
御
す
る（（（（
（

」
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ

得
る
。
ま
た
、
一
六
九
五
年
か
ら
九
七
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
法
の
体
系
』
に
お
け
る
「
一
般
に
法
と
は
…
［
中
略
］

…
訴
権
又
は
抗
弁
権
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る（（（（
（

」
と
い
う
定
義
も
存
在
す
る
。
前
者
で
は
「
法
」
が
「
慈
愛
の
学
問
」
で
あ
る
と
さ

れ
た
上
で
、「
正
義
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
法
」
の
定
義
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。
そ
れ
に

対
し
て
、
後
者
で
は
か
な
り
具
体
的
・
技
術
的
な
「
法
」
の
定
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
法
学
新
方
法
』
に
お
い
て
、「
法
」
に
該
当
す
る
と
も
思
わ
れ
る
“jus
”に
つ
い
て
の
定
義
（「
道
徳
的
力
（potentia 
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m

oralis

）
は
“jus

”と
呼
ば
れ
る
。」）
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
「
道
徳
的
必
要
性
（necessitas m

oralis

）
と
呼
ば
れ
る
」「
義
務
」

（obligatio

）
と
の
対
概
念
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
“jus

”は
「
権
利
」

と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い（（（（
（

。
同
様
の
こ
と
は
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
、
そ
こ
で
は
「
道
徳
的
必
要
性
」

（necessitas m
oralis

）
と
さ
れ
る
「
義
務
」
と
の
対
比
で
、
“jus

”が
「
道
徳
的
力
」（potentia m

oralis

）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
（
（（（
（

。

　

勿
論
、
“jus
”が
「
法
」
と
「
権
利
」
の
両
者
を
包
含
す
る
観
念
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
対
比
に
基
づ
く
「
法
」
観
念
の
積

極
的
定
義
の
欠
如
は
飽
く
ま
で
も
、
訳
語
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
に
と
っ
て
は
、
定
義
と
し
て
充
分
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
（
次
節
㈢
⑴
）
の
「
正
義
」
の
定
義
へ
の
拘
泥
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、「
法
」
の
定
義

に
対
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
関
心
の
低
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
法
律
」（lex

）
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
積
極
的
定
義
に
つ
い
て
は
、『
考
察
』
に
お
い
て

「
諸
々
の
法
律
」（leges

）
が
「
法
の
言
葉
及
び
規
則
の
表
示（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
注
目
に

値
す
る
も
の
は
『
忠
告
』
中
の
次
の
よ
う
な
議
論
で
あ
る
。

　
「
法
律
は
、
そ
の
規
定
に
そ
れ
ら
［
臣
民
］
の
行
為
を
合
致
さ
せ
る
た
め
に
、
上
位
者
が
臣
民
を
自
ら
に
結
び
付
け
る
命
令
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
定
義
を
我
々
が
認
め
る
な
ら
ば
、
強
制
を
課
す
る
上
位
者
が
誰
も
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
何
者
も
自
発
的
に
責
務
を
果

た
さ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
責
務
は
何
ら
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
位
者
を
有
し
な
い
者
の
中
に
は
責
務
は
存
在
し
な
い

で
あ
ろ
う
。（

（（（
（

」

　

こ
の
引
用
箇
所
の
冒
頭
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
法
律
」
の
定
義
は
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
「
上
位
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者
の
命
令
と
し
て
の
法
律
」
と
い
う
定
義
に
対
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
批
判
を
加
え
て
い
る（（（（
（

。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
「
法
律
」
観
念
に
関
す
る
実
質
的
な
議
論
が
こ
こ
で
は
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
弁
神
論
』
に
お
い

て
、
法
律
が
よ
り
強
力
で
あ
る
の
は
「
そ
れ
ら
［
の
法
律
］
が
説
得
す
る
か
ら（（（（
（

」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
法
律
の
非
命
令
的

性
質
」
が
主
張
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
但
し
、
何
れ
に
し
ろ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
「
法
律
は
上
位
者
の
命
令
で
は
な

い
」
と
い
う
消
極
的
な
定
義
が
看
取
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、「
法
」
と
「
法
律
」
の
相
異
に
関
し
て
は
、
一
七
○
二
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
省
察
』
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
「
正
義
（justice

）
を
力
（puissance
）
に
依
存
さ
せ
た
人
々
の
誤
り
は
、
部
分
的
に
は
法
（droit

）
と
法
律
（loi

）
を
混
同
し
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
。
法
は
不
正
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
律
は
そ
う
で
あ
り
得
る
。
と
い
う
の
も
、
法
律
を

与
え
、
維
持
す
る
も
の
は
力
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
、
仮
に
、
こ
の
力
が
叡
智
（sagesse

）
や
善
き
意
思
（bonne volonté

）
に
欠
け
る

な
ら
ば
、
そ
れ
［
即
ち
、
力
］
は
極
め
て
有
害
な
法
律
（fort m

échantes lois

）
を
与
え
、
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
宇
宙

（lʼunivers

）
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
神
の
諸
々
の
法
律
（les lois de D

ieu

）
は
常
に
正
し
く
、
彼
は
そ
れ
ら
を
維
持
す
る
立
場

に
あ
る
の
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

こ
れ
に
よ
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、「
法
」
と
「
法
律
」
の
相
異
を
明
確
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
法
（droit

）
を
常

に
正
し
い
も
の
と
観
念
し
て
い
た
こ
と
は
看
取
さ
れ
る（（（（
（

。（
ま
た
、
こ
こ
で
は
、「
神
の
諸
々
の
法
律
」
も
常
に
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
節
㈡
⑵
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。）
し
か
し
な
が
ら
、「
法
」
の
観
念
に
つ
い
て
の
そ
れ
以
上
の
説
明
が

な
さ
れ
ず
、「
法
律
」
に
つ
い
て
の
積
極
的
定
義
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
変
わ
り
が
な
い
の
で
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あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
学
関
連
著
作
に
お
け
る
通
常
の
議
論
の
方
式
は
、
先
ず
諸
々
の
基
本
的
観
念
に
つ
い
て
の
定
義
を
与
え
て
か

ら
、
当
該
観
念
に
関
す
る
議
論
を
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
法
学
新
方
法
』
第
二
篇
で
は
、
そ
の
冒
頭
で
「
法

学
」（jurisprudentia

）
の
定
義
（「
法
学
と
は
、
何
ら
か
の
仮
定
さ
れ
た
状
況
又
は
事
実
に
よ
る
、
法
の
学
問
で
あ
る
。（

（（（
（

」）
が
提
示
さ
れ

た
後
に
法
学
に
関
す
る
様
々
な
方
法
が
論
じ
ら
れ（（（（
（

、
更
に
、「
正
」（justum

）・「
不
正
」（injustum

）・「
倫
理
性
」（m

oralitas

）・

「
権
利
」（jus
）・「
義
務
」（obligatio

）・「
人
格
」（persona

）・「
物
」（res

）
等
々
の
観
念
に
関
す
る
定
義
が
与
え
ら
れ
た
上
で
、

そ
れ
ら
に
関
連
す
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る（（（（
（

。
ま
た
、（
本
章
に
お
い
て
瞥
見
さ
れ
る
よ
う
に
）「
自
然
法
」（jus naturae

）、「
意
思

法
」（jus voluntarium
）
及
び
そ
の
他
の
法
観
念
に
つ
い
て
も
、
或
る
程
度
の
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。（
こ
れ
は
、
次
節
㈢
⑵
で

確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
算
術
や
幾
何
学
と
同
様
に
法
学
を
扱
う
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
学
問
的
特
性
に
よ
る
も
の
と
も
言
え
よ
う
。）
と
こ

ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
通
常
の
議
論
の
方
式
と
は
異
な
り
、「
法
」
及
び
「
法
律
」
の
観
念
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
定
義
や
説
明
を
展

開
し
よ
う
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
意
思
が
殆
ど
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
法
」
そ
れ
自
体
の
観
念
の
定
義
や
説
明
を
積
極
的
に
展
開
し
な
い
こ
と
の
理
由
は
何
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
明
確
な
理
由
を
彼
自
身
に
よ
る
記
述
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
次
の
よ
う
な
理
由
を
推

定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
彼
の
法
学
関
連
論
考
に
お
い
て
は
、「
ロ
ー
マ
法
」
や
（
本
稿
第
五
章
第
一
節
㈠
で
確

認
さ
れ
る
）「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
の
積
極
的
定
義
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
そ
の
事
実
を
勘
案
す
る
な

ら
ば
、
彼
に
と
っ
て
そ
の
存
在
が
自
明
で
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
と
い
う
傾
向
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ

の
よ
う
な
傾
向
が
「
法
」
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
示
さ
れ
た
「
法
律
は
上
位
者
の
命
令
で
は
な
い
」
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
は
、
別
の
問
題
へ
と
我
々

を
導
く
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
学
関
連
著
作
間
に
存
在
す
る
「
矛
盾
」
を
巡
る
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
法
学
新
方
法
』
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に
お
い
て
、
法
の
原
則
と
し
て
「
上
位
者
の
意
思
」（voluntas Superioris

）
が
挙
げ
ら
れ（（（（
（

、
ま
た
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
で
は
、

「
上
位
者
に
よ
り
（a Superiore

）
定
立
さ
れ
る
意
思
法
（jus voluntarium

）」
と
い
う
表
現
が
登
場
し
て
お
り（（（（
（

、
こ
れ
は
「
法
律

は
上
位
者
の
命
令
で
は
な
い
」
と
の
理
解
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
矛
盾
を
も
包
含
す
る
大
き
な
矛
盾
が

彼
の
法
学
関
連
著
作
の
間
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
矛
盾
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
次
項
で
の
主
た
る
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

著
作
間
に
お
け
る
矛
盾
：
主
意
主
義
（V

oluntarism
us

）
と
主
知
主
義
（Intellectualism

u s

（
（（（
（

）

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
学
関
連
文
献
を
基
に
彼
の
法
観
念
の
分
析
を
試
み
る
際
に
、「
法
」
の
積
極
的
定
義
の
欠
如
に
続
い
て
我
々

が
直
面
す
る
問
題
は
、
著
作
毎
に
示
さ
れ
る
法
観
念
が
相
互
に
矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
矛
盾
で
あ

る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
法
学
新
方
法
』
で
「
法
学
」（jurisprudentia

）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
法
学
0

0

と
は
、［
行
為
の
］
正
又
は
不
正
が
論
じ
ら
れ
る
限
り
に
お
け
る
、
行
為
の
学
問
で
あ
る
。（Jurisprudentia est scientia 

actionum
, quatenus justae vel injustae dicuntur.

）
と
こ
ろ
で
、
正0

と
不
正
0

0

は
公
に
と
っ
て
（publice

）
利
益
と
な
る
か
損
害
と
な

る
全
て
の
事
柄
で
あ
る
。
公
に
と
っ
て

0

0

0

0

0

、
と
は
、
第
一
に
世
界
に
と
っ
て
、
或
い
は
そ
の
統
治
者
で
あ
る
神
に
と
っ
て
（rectori ejus 

D
eo

）
で
あ
り
、
次
に
人
類
に
と
っ
て
、
そ
し
て
国
家
に
と
っ
て
（reipublicae

）［
と
い
う
こ
と
］
で
あ
る
。
こ
の
順
序
に
よ
り
（hac 

subordinatione

）、
矛
盾
す
る
場
合
に
は
、
神
の
意
思
、
或
い
は
、
こ
う
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、［
神
の
］
利
益
が
、
人
類
の

利
益
に
優
先
し
、
こ
れ
［
即
ち
、
人
類
の
利
益
］
が
国
家
の
利
益
に
［
優
先
し
］、
そ
し
て
こ
れ
［
即
ち
、
国
家
の
利
益
］
が
個
人
の
［
利

益
に
優
先
す
る
］。
こ
れ
故
に
、
神0

、
人
類
0

0

、
国
家
の

0

0

0

法
学
（Jurisprudentia divina, hum

ana, civilis

）
が
［
存
在
す
る
］。（

（（（
（

」［
拙
訳
傍

点
部
分
は
原
文
で
は
斜
体
字
強
調
。
以
下
同
様
。］
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こ
の
記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
特
色
の
一
つ
は
、
神
の
意
思
又
は
利
益
（
そ
れ
は
、
人
類
、
国
家
、
個
人
の

各
々
の
利
益
に
（
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
利
益
の
間
で
は
、
こ
の
順
で
）
優
先
す
る
と
さ
れ
る
。）
か
ら
神
の
法
学
が
生
ず
る
と
さ
れ
る

こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
功
利
主
義
的
色
彩
を
帯
び
た
主
意
主
義
に
あ
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
神
の
意
思
に
よ
っ
て
法
が
創

出
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
際
に
は
利
益
と
損
害
が
意
思
決
定
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、『
忠
告
』
で
示
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
は
、『
法
学
新
方
法
』
に
お
け
る
も
の
と
は
全
く
異
な
っ

て
い
る
。
即
ち
、「
仮
に
、
神
自
身
が
法
及
び
正
義
を
自
身
の
恣
意
に
よ
り
制
定
し
た
な
ら
ば
、
神
の
本
質
的
正
義
は
分
与
さ
れ
な

い
で
あ
ろ
う（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
及
び
正
義
が
神
の
意
思
に
よ
り
自
由
に
定
め
ら
れ
得
な
い
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
後
述
（
次
節
㈢
⑵
）
の
よ
う
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
正
義
は
算
術
及
び
幾
何
学
の
よ
う
な
客
観
的
法
則
を
有
し
て
い
る
と
も

し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
論
述
に
お
い
て
は
、
法
及
び
正
義
は
神
の
意
思
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
と
の
認
識
（
主
意

主
義
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ
客
観
的
に
存
在
す
る
そ
れ
ら
を
神
は
知
覚
乃
至
選
択
す
る
と
の
認
識
（
主
知
主
義
）
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
思
想
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
主
意
主
義
と
主
知
主
義
の
混
在
と
い
う
状
況
を
、
小
林
は
、「［
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
］
法
思
想
は
、
一
七
○
○
年
頃
を
境
と
し
て
初
期
の
主
意
主
義
と
後
期
の
主
知
主
義
に
明
確
に
区
別
さ
れ
」、「
初
期
の
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
は
法
学
を
神
学
の
一
部
と
し
て
（
む
し
ろ
、
神
学
を
普
遍
的
法
学
の
一
部
と
し
て
）
捉
え
、
国
家
秩
序
を
、
宇
宙
を
支
配
す
る

神
の
実
定
的
秩
序
の
一
部
と
考
え
て
い
た
」
と
す
る（（（（
（

。
確
か
に
、『
法
学
新
方
法
』
は
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
に
献
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
公
表
が
一
六
六
八
年
で
あ
っ
た
こ
と（（（（
（

、
そ
し
て
、『
忠
告
』
が
書
か
れ
た
の
が
一
七
○
六
年
で
あ
っ
た
こ
と（（（（
（

に
鑑
み
れ
ば
、

こ
の
小
林
に
よ
る
説
明
も
理
解
で
き
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
七
○
○
年
よ
り
か
な
り
早
い
時
期
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は

主
知
主
義
的
な
正
義
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
看
過
さ
れ
得
な
い
。
例
え
ば
、
一
六
七
七
年
一
月
に
執
筆
し
た
と
さ
れ
る

『
対
話
』
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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「
算
術
及
び
幾
何
学
と
同
様
に
、
叡
智
（sagesse

）
及
び
正
義
は
そ
れ
ら
自
体
の
永
遠
の
定
理
（théorèm

es éternels

）
を
有
し
て
い

る
。
神
が
自
身
の
意
思
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
創
出
す
る
の
で
は
な
い
。
神
は
自
身
の
本
質
の
中
に
そ
れ
ら
を
所
蔵
し
、
そ
れ
ら
に
従
う
の
で

あ
る
。（

（（（
（

」

　

ま
た
、
一
六
八
六
年
に
執
筆
さ
れ
た
形
而
上
学
に
関
す
る
無
題
の
論
考（（（（
（

に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
仮
に
、
彼
［
即
ち
、
神
］
が
全
く
逆
の
こ
と
を
し
て
い
る
の
に
同
じ
よ
う
に
称
賛
に
値
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
彼
を
称
賛
し
、

彼
が
行
っ
た
何
れ
の
こ
と
を
称
賛
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
、
或
る
専
制
的
権
力
の
み
が
残
さ
れ
る
な
ら
ば
、
仮
に
、
意
思
が
理
性
の
場

を
占
め
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
仮
に
、
最
強
者
を
喜
ば
せ
る
も
の
（
そ
れ
は
暴
君
の
定
義
に
従
っ
て
い
る
。）
が
そ
の
事
実
故
に
正
当
で
あ
る

な
ら
ば
、
彼
の
正
義
と
叡
智
は
何
処
で
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（

（（（
（

」

　

こ
の
よ
う
に
、
前
記
の
小
林
の
見
解
に
も
拘
ら
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
遅
く
と
も
彼
の
三
○
歳
台
前
半
に
は
、
主
知
主
義
的
観
点

か
ら
の
論
考
を
残
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
彼
の
主
知
主
義
的
認
識
は
そ
の
後
も
維
持
さ

れ
、
例
え
ば
、
一
七
○
二
年
か
ら
一
七
一
六
年
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
無
題
の
草
稿
に
お
い
て
も
、「
叡
智
が
神
に
最

善
の
存
在
（lʼExistence du M

eilleur

）
を
知
ら
し
め
、
彼
の
善
意
（bonté
）
が
彼
に
［
最
善
の
存
在
を
］
選
択
さ
せ
、
彼
の
力
が
彼

に
［
最
善
の
存
在
を
］
生
み
出
さ
せ
る（（（（
（

」
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
草
稿
で
の
他
の
箇
所
で
も
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る（（（（
（

。
ま
た
、
一
七
一
○
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
弁
神
論
』
で
は
、「
結
局
、
神
は
絶
対
的
に
絶
対
な
命
令
に
よ
っ
て
（par un 

decret absolum
ent absolu

）
又
は
合
理
的
な
動
機
（m

otifs raisonnables

）
と
は
独
立
な
或
る
意
思
（une V

olonté

）
に
よ
っ
て
、
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目
的
も
な
く
（au hazard

）
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
私
は
み
な
す（（（（
（

」
と
し
て
、
神
で
あ
っ
て
も
理
性
に
反
す
る
こ
と
は
行
い

得
な
い
と
の
思
考
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
一
六
七
○
年
代
半
ば
ま
で
主
意
主
義
的
な
法
理
論
を
展
開
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は

一
貫
し
て
主
知
主
義
的
立
場
で
法
学
を
扱
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立

つ
な
ら
ば
、『
法
学
新
方
法
』
に
お
い
て
、
法
の
原
則
と
し
て
「
上
位
者
の
意
思
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、（
前
項
で
確

認
さ
れ
た
よ
う
に
）「
法
」
及
び
「
法
律
」
の
定
義
に
つ
い
て
殆
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
、
少
な
く
と
も
「
法
」

に
関
し
て
は
説
明
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
主
知
主
義
の
も
と
で
法
の
存
在
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
法
は
既
に
宇
宙
の
秩
序
（
普
遍
的

秩
序
）
の
中
に
所
与
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
存
在
に
対
し
て
人
間
は
本
質
的
定

義
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
間
が
な
し
得
る
こ
と
は
、
法
を
創
出
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
既
に
存
在
す
る
法
を
発
見
し
、
選
択

す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
逆
言
す
る
な
ら
ば
、
本
質
的
定
義
を
能
動
的
に
提
示
す
る
こ
と
は
、
そ
の
定
義
に
沿
っ
た
法
を
創

出
す
る
こ
と
に
繫
が
る
た
め
、
主
意
主
義
的
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
基
本
的
に
主
知
主
義
的
立
場
が
採
用
さ
れ
つ
つ
も
、
定
義
と
い
う
点
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
認
識
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
次
に
「
法
学
」
に
関
す
る
彼
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

　

㈡　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
法
学
（jurisprudentia

）
の
観
念

　

⑴　

法
学
と
主
知
主
義
的
法
認
識

　
『
自
然
法
の
基
礎
』
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
法
学
」（jurisprudentia

）
を
「
正
し
い
こ
と
の
（justi

）
学
問
、
自
由
及

び
諸
々
の
責
務
の
（libertatis et offi

ciorum

）
学
問
、
又
は
何
ら
か
の
仮
定
さ
れ
た
状
況
若
し
く
は
事
実
に
よ
る
、
法
の
学
問
で
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あ
る（（（（
（

」
と
定
義
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
論
述
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
学
問
の
範
疇
に
基
づ
き
、
法
の
学
問
は
、
諸
々
の
経
験
に
で
は
な
く
、
諸
々
の
定
義
に
、
感
覚
の
論
証
に
で
は
な
く
、
理
性
の
［
論
証

に
］、
依
存
す
る
諸
学
問
［
の
一
つ
］
で
あ
り
、
私
が
論
ず
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
学
問
は
、
事
実
で
は
な
く
、
法
則
に
属
す
る
。
正
義

は
或
る
種
の
調
和
と
比
例
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
正
義
を
行
う
者
が
存
在
せ
ず
、［
正
義
が
］
何
者
か
に
対
し
て
行
わ
れ
な
く
と

も
、
或
る
も
の
が
正
し
い
こ
と
は
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
そ
れ
は
、
仮
に
数
え
る
者
が
存
在
せ
ず
、
数
え
ら
れ
る
も
の
が
存

在
し
な
く
と
も
、
計
算
の
諸
規
則
は
真
実
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

同
様
に
、『
省
察
』
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
論
理
学
の
争
う
こ
と
の
で
き
な
い
諸
規
則
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

は
全
て
の
定
義
か
ら
明
確
な
帰
結
を
導
出
し
得
る
」
の
で
あ
り
、「
こ
の
こ
と
を
、
事
実
に
全
く
依
拠
せ
ず
理
性
に
の
み
依
拠
す
る

必
然
的
且
つ
論
証
的
な
学
問
（les sciences nécessaires et dem

onstratives

）
を
構
築
す
る
際
に
我
々
は
行
っ
て
」
い
る
と
主
張

し
、
そ
の
よ
う
な
学
問
と
し
て
「
論
理
学
、
形
而
上
学
、
算
術
、
幾
何
学
、
運
動
学
（la science des m

ouvem
ents

）」
と
共
に

「
法
（droit

）
に
つ
い
て
の
学
問
」
を
挙
げ
て
い
る（（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
言
明
で
は
、
法
学
が
、
理
性
に
よ
る
論
証
に
依
存
す
る
法
則
探
究
の
学
問
で
あ
り
、
本
質
的
に
論
理
学
や
幾
何
学
の
よ

う
な
（
観
察
者
個
人
の
認
識
か
ら
は
独
立
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
）
客
観
的
学
問
で
あ
る
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
学
の

客
観
性
は
、
主
知
主
義
的
な
法
認
識
と
の
間
で
（
主
意
主
義
的
な
法
認
識
に
比
し
て
）
よ
り
高
い
整
合
性
を
有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

主
知
主
義
的
な
法
認
識
は
、
法
そ
れ
自
体
が
客
観
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
認
識
す
る
主
体
（
神
・
人
間
）
の
意
思
に
左
右
さ

れ
な
い
た
め
、「
法
則
」
が
よ
り
安
定
的
な
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。（
尚
、
主
意
主
義
的
な
法
認
識
に
基
づ
く
法
学
に
お
い
て
は
、

「
法
則
」
が
探
究
さ
れ
得
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
法
則
」
自
体
の
安
定
性
が
劣
る
も
の
と
な
る
点
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。）
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そ
し
て
、
こ
の
主
知
主
義
的
な
法
認
識
と
の
整
合
性
が
高
い
法
学
観
念
が
も
た
ら
す
も
の
が
、
次
項
で
示
さ
れ
る
「
普
遍
的
法

学
」
構
想
の
可
能
性
な
の
で
あ
る
。

　

⑵　
「
普
遍
的
法
学
」（jurisprudentia universalis

）
構
想
の
可
能
性

　

主
知
主
義
的
な
法
認
識
は
、
そ
の
認
識
主
体
の
意
思
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
し
て
の
法
を
措
定
す
る
。
そ
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

は
、
認
識
主
体
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
動
（
選
択
）
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
、『
概
説
』
に
お
い
て
、

真
の
信
仰
と
真
の
希
望
が
「
論
ず
る
こ
と
、
或
い
は
思
考
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
実
際
的

0

0

0

に
思
考
す
る
こ
と
、
即
ち
、
行
動
す
る

こ
と
（practice denken, das ist thun [sic]

）
に
も
存
す
る（（（（
（

」
と
し
、
ま
た
、
或
る
書
簡
に
お
い
て
、
正
義
と
不
正
義
に
つ
い
て

「
行
為
の
道
徳
的
善
悪
」（bonté ou m

alice m
orale des A

ctions

（
（（（
（

）
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
行
為
（
選
択
）
の
重
要
性
」
は
人
間
の
み
な
ら
ず
神
に
も
妥
当
す
る
。
既
に
（
本
節
㈠
⑵
で
）
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
主

知
主
義
的
な
法
認
識
に
お
い
て
は
、
神
も
選
択
を
行
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、「
法
は
不
正
で
は
あ
り
得
な
い
」
が
、

「
法
律
は
そ
う
で
あ
り
得
る
」
と
い
う
前
提
に
立
ち
つ
つ
も
、「
神
の
諸
々
の
法
律
は
常
に
正
し
く
、
彼
は
そ
れ
ら
を
維
持
す
る
立
場

に
あ
る（（（（
（

」
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
神
の
行
為
（
選
択
）
は
常
に
正
し
い
と
い
う
点
に
お
い
て
神
と
人
間
と
の
間
に
は
相

異
が
存
在
す
る
。（
同
様
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
叡
智
（sagesse

）
が
神
に
知
ら
し
め
る
最
良
の
存
在
（lʼExistence du M

eilleur

）
を

彼
［
即
ち
、
神
］
の
善
意
（bonté

）
が
彼
に
選
択
さ
せ
、
彼
の
力
が
彼
に
創
出
さ
せ
る（

（（（
（

」
と
し
て
い
る
。）
そ
れ
で
も
、
両
者
が
共
に
行
為

（
選
択
）
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
相
異
は
、
言
わ
ば
、
程
度
の
差
で
あ
っ
て
、
質
的
相
異

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
神
と
人
間
が
共
に
「
客
観
的
存
在
と
し
て
の
法
を
知
ろ
う
と
す
る
主
体
」
と
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

両
者
は
同
一
平
面
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
更
に
重
要
な
次
の
よ
う
な
事
柄
に
繫
が
る
。

　
『
弁
神
論
』
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
我
々
が
神
の
正
義
の
観
念
に
も
適
合
す
る
正
義
の
観
念
一
般
を
何
ら
有
し
な
い
と
い
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う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
し
、「
神
の
正
義
が
人
間
に
関
し
て
知
ら
れ
た
正
義
と
は
別
の
規
則
を
有
す
る
こ
と
に
も
最
早
な
ら
な
い
」

の
で
あ
っ
て
、「
普
遍
的
法
（le droit universel

）
は
神
に
と
っ
て
も
、
人
間
に
と
っ
て
も
同
一
で
あ
る（（（（
（

」
と
宣
言
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
彼
は
、
神
の
正
義
と
人
間
の
正
義
を
同
一
平
面
で
扱
い
、
更
に
神
と
人
間
に
共
通
な
「
普
遍
的
法
」
の
存
在
へ
と
直
結
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
二
つ
の
事
柄
を
意
味
し
て
い
る
。

即
ち
、
一
つ
は
、
法
と
正
義
が
緊
密
に
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
他
は
、
神
と
人
間
を
同
一
平
面
に
置
い
た
法
学
で
あ
る
「
普
遍
的

法
学
」（jurisprudentia universalis

）
の
構
想
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
あ
る（（（（
（

。

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
基
本
的
構
成

　

㈠　

法
の
構
成
要
素
と
基
本
的
分
類

　

⑴　

法
の
構
成
要
素

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
は
神
と
人
間
を
同
一
平
面
に
置
く
「
普
遍
的
法
学
」
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
具
体
的
な
法
規
範
群
も
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
法
理
論
に
含
ま
れ
る
そ
れ
ら
の
法

規
範
群
（
法
の
構
成
要
素
）
と
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
基
本
的
分
類
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
法
理
論
の
特
色
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
で
は
先
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
具
体
的
法
規
範
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

　
『
註
解
』
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
法
の
「
諸
部
分
」（partes
）
と
し
て
、「
普
遍
法
」（jus universale

）・「
自
然
法
」（jus 

naturale

）・「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（jus gentium

）・「
神
法
」（jus divinum

）・「
教
会
法
」（jus ecclesiasticum

）・「
公

法
」（jus publicum

）・「
封
建
法
」（jus feudale

）・「
国
制
法
」（jus politicum

）・「
刑
法
」（jus crim

inale

）・「
私
法
」（jus 

privatum

）・「
手
続
」（processus

）・「
地
域
法
」（jura localia

）
を
挙
げ
て
い
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
彼
に
と
っ
て
の
法
の
構

成
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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『
註
解
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
要
素
の
中
で
、「
普
遍
法
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
実
定
的
な
付
加
物
、
制
限
又
は
拡
張
、
特
に
、

よ
り
高
貴
な
る
も
の
、
そ
し
て
特
に
、
ロ
ー
マ
［
法
上
］
及
び
教
会
［
法
上
の
］
の
も
の
と
共
に
示
さ
れ
た
自
然
法
で
あ
ろ
う（（（（
（

」
と

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
普
遍
法
」
は
自
然
法
を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
に
実
定
法
を
加
え
た
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る（（（（
（

。
と

こ
ろ
が
、「
普
遍
法
」
以
外
の
法
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
同
論
考
中
で
は
見
出
さ
れ
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、

同
論
考
以
外
の
論
考
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
彼
に
と
っ
て
の
法
の
構
成
要
素
を
ど
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
彼
の
法
観
念
に
関
す
る
我
々
の
理
解
を
更
に
深
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

⑵　

法
の
基
本
的
分
類
（
Ⅰ
）：
自
然
法
と
実
定
法
、
そ
し
て
意
思
法
（jus voluntarium

）

　

最
も
基
本
的
な
分
類
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
が
『
正
義
及
び
法
論
』
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
、「
自
然
法
」（jus naturale

（naturae

））
と
「
実
定
法
」（jus positivum

）
で
あ
る（（（（
（

。『
コ
ン
リ
ン
ク
宛
書
簡
』
に
お
い
て
示
さ

れ
て
い
る
事
柄
に
従
う
な
ら
ば
、
自
然
法
と
実
定
法
の
各
々
は
、「
賢
慮
」（prudentia

）
が
「
学
問
」（scientia

）
と
「
経
験
知
」

（peritia

）
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
自
然
法
が
学
問
に
属
し
、
実
定
法
が

経
験
知
に
属
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
更
に
、「
確
か
に
、
実
定
法
は
法
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
事
実
に
属
す

る
」（Jus enim

 positivum
 est facti potius quam

 juris.
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
法
と
実
定
法
は
対
義
的
な
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
関
係
は
自
然
法
と
「
意
思

法
」（jus voluntarium

）
と
の
間
に
も
発
生
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
中
の
「
意
思
法
に
つ
い
て
」

（D
e jure voluntario

）
と
題
さ
れ
た
節
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
聖
な
る
淵
源
か
ら
流
れ
出
る
永
遠
の
自
然
の
理
性
的
法

と
並
ん
で
、
慣
習
を
通
じ
て
受
容
さ
れ
る
か
、
或
い
は
上
位
者
に
よ
り
定
立
さ
れ
る
意
思
法
も
存
在
す
る（（（（
（

」
と
論
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
永
遠
の
自
然
の
理
性
法
」
を
自
然
法
と
解
す
る
な
ら
ば
、
意
思
法
を
そ
の
対
義
語
と
し
て
捉
え
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（（（（
（

。
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以
上
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
然
法
と
実
定
法
」
及
び
「
自
然
法
と
意
思
法
」
と
い
う
二
組
の
分
類
を
提
示
し
て
い
る
。

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
そ
れ
自
体
を
巡
る
問
題
に
関
す
る
考
察
は
次
項
で
行
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
類
に
伴
う

若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、「
実
定
法
」
と
「
意
思
法
」
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
両
者
が
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
明

言
す
る
記
述
は
見
出
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
で
は
、
両
者
は
異
な
る
観
念
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対

す
る
解
答
は
、「
上
位
者
に
よ
り
定
立
さ
れ
る
意
思
法
」
と
い
う
観
念
を
巡
り
、「
国
家
内
で
は
国
家
法
が
“sum

m
a potestas

”を

有
す
る
者
か
ら
力
を
受
け
取
る（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
導
出
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
意
思
法
で
あ
る
「
国
家
法
」（jus 

civile

）
は
「
上
位
者
」
の
意
思
に
よ
り
定
立
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
（「
永
遠
の
自
然
の
理
性
的
法
」
と
し
て
の
自
然
法
で
は
な

く
）「
経
験
知
」
に
属
す
る
事
実
と
し
て
の
実
定
法
と
同
一
の
も
の
と
解
さ
れ
る
故
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
考
に
お
け
る
実
定
法

と
意
思
法
は
同
一
の
観
念
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
こ
の
こ
と
は
ま
た
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
ン
タ
ー

リ
ウ
ム
」
が
実
定
法
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
五
章
第
一
節
㈡
⑵
で
論
ず
る
こ
と
と
す

る
。）

　

第
二
に
、
実
定
法
（
及
び
意
思
法
）
と
自
然
法
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
問
題
の
考
察
の
た
め
に
は
、『
法
の
学
問
』
に
お

け
る
次
の
記
述
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
自
然
法
の
知
識
を
教
え
る
こ
と
は
、
最
良
の
国
家
の
法
律
を
伝
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
任
意
法
の
知
識
を
教
え
る
こ
と
は
、
最
良
の
国

家
の
法
律
と
共
に
、
受
容
さ
れ
た
法
律
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、「
最
良
の
国
家
」
の
法
律
が
自
然
法
に
合
致
し
、
ま
た
「
任
意
法
」（jus arbitrarium

）
は
、「
受
容
さ
れ
た
法
律
」
で
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は
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
最
良
の
国
家
の
法
律
と
共
に
」
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
法
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
勿
論
、
こ
こ
で
は
「
任
意
法
」
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
直
ち
に
実
定
法
で
あ
る
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
が
「
意
思
法
」
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
結
果
的
に
こ
れ
ら
三
者
は
同
一
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。）

こ
こ
で
の
議
論
は
「
最
良
の
国
家
」
を
巡
る
も
の
で
あ
っ
て
、
通
常
の
国
家
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な

く
と
も
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
想
と
し
て
は
、
国
家
法
が
自
然
法
に
合
致
す
る
と
の
構
想
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
自
然
法
と
実
定
法
（
及
び
意
思
法
）
の
間
に
優
劣
関
係
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
が
本
来
実
定
法
で
あ
る
ロ
ー
マ
法
の
圧
倒
的
大
部
分
は
自
然
法
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と（（（（
（

、
ま
た
、
ロ
ー
マ

法
を
「
書
か
れ
た
理
性
」（ratio scripta

）
と
す
る
一
般
的
思
考
に
従
う
な
ら
ば
、
ロ
ー
マ
法
は
理
性
に
基
づ
く
自
然
法
に
反
し
得

な
い
こ
と
か
ら
、
自
然
法
が
実
定
法
に
優
位
す
る
と
彼
が
考
え
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

最
後
に
、
実
定
法
と
神
法
（jus divinum

）
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う（（（（
（

。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
達
が
自
ら
の
共
通
の
紐
帯
と
し
て
「
諸
々
の
聖
な
る
事
柄
に
（in sacris

）
含
ま
れ
て
い
る
実
定

神
法
（jus divinum

 positivum

）」
を
有
し
て
お
り
、「
そ
れ
ら
に
加
わ
る
も
の
は
、
教
会
全
体
で
受
容
さ
れ
た
聖
な
る
カ
ノ
ン
、

そ
の
後
に
西
方
に
お
け
る
教
皇
の
諸
法
（
そ
れ
ら
に
諸
王
と
諸
人
民
が
従
っ
て
い
る
。）
で
あ
る
」
と
し
て
い
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
（
教
会
）
に
よ
っ
て
一
般
的
に
受
容
さ
れ
、
通
用
し
て
い
る
規
範
が
実
定
法
と
し
て
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
神
法
で
あ

る
が
故
に
そ
れ
が
直
ち
に
非
実
定
的
規
範
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

⑶　

法
の
基
本
的
分
類
（
Ⅱ
）：
私
法
（jus privatum

）
と
公
法
（jus publicum

）

　

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
学
理
論
に
お
け
る
法
の
基
本
的
分
類
と
し
て
、
自
然
法
と
実
定
法
（
及
び
意
思
法
）
が
提

示
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
更
に
、
私
法
（jus privatum

）
と
公
法
（jus publicum
）
の
区
分
に
つ
い
て
も
、
本
稿
の
主
題
と
の
関
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係
に
お
い
て
、
興
味
深
い
論
述
を
行
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、「
私
法
と
公
法
の
区
分
」
と
言
っ
て
も
、
彼
の
法
学
の
体
系
を
示
す
と
思
わ
れ
る
若
干
の
論
考
、
即
ち
、『
法
原
理
考

察
』、『
法
学
新
方
法
』、『
法
の
体
系
』、『
考
察
』
等
に
お
い
て
「
私
法
」
の
積
極
的
定
義
は
見
出
さ
れ
ず
、「
公
法
」
の
定
義
の
み

が
示
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
私
法
」
と
「
公
法
」
を
分
類
の
基
準
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
私
法
に
含
ま
れ
る
多
く
の
事
柄
に
つ
い
て
の
定
義
を
先
述
の
諸
論
考
で
示
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
次
の
よ
う
に
解
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
彼
の
法
観
念
に
お
い
て
「
私
法
」
の
存
在
は
自
明
で

あ
る
た
め
、「
法
」（
こ
れ
も
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
自
明
で
あ
る
。）
の
積
極
的
定
義
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
の
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
の

と
同
様
に
、「
私
法
」
の
積
極
的
定
義
に
つ
い
て
も
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立

つ
な
ら
ば
、
そ
の
自
明
の
存
在
と
し
て
の
私
法
と
は
共
通
法
（jus com

m
une

）
と
し
て
の
ロ
ー
マ
法
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
（
（（（
（

。

　

ま
た
、「
公
法
」
の
定
義
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
事
柄
が
明
ら
か
と
な
る
。
先
ず
、『
考
察
』
に
お
い
て
、「
正
確

に
論
じ
ら
れ
る
公
法
は
、
国
家
の
形
態
、
或
い
は
“sum

m
a potestas

”の
構
成
に
関
し
て
述
べ
る
」（Jus publicum

 stricte 

dictum
 agit de reipublicae form

a, seu constitutione sum
m

ae potestatis

（
（（（
（

.

）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
法
の
体
系
』
に
お
い
て

は
、「
公
法
」
に
関
し
て
「
そ
れ
は
純
粋
に
公
的
な
も
の
で
あ
る
」（Id est m

ere publicum
.

）
と
さ
れ
た
上
で
、「
公
的
な
事
柄
一

般
」（publica in genere

）
に
つ
い
て
「
そ
れ
ら
は
政
治
的
事
柄
（politica

）
及
び
公
法
を
含
む
」
と
さ
れ
、
更
に
「
公
法
は
、
金

が
他
の
物
に
対
し
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
法
に
関
す
る
よ
り
高
貴
な
事
項
で
あ
る
」（Jus publicum

 est nobilior casus juris, 

w
ie gold w

ege gegen andere.

）、
そ
し
て
、「
最
も
公
的
な
法
は
、
神
の
法
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
は
、
全
て
の
国
家
は
私

人
の
地
位
を
有
す
る
」（Jus publicissim

um
 est jus D

ei, cujus respectu om
nes respublicae privati locum

 habent.

）
と
さ
れ

て
い
る（（（（
（

。
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つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
公
法
が
国
家
の
統
治
形
態
や
権
力
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
ま
た
、
神
と
の
関

係
に
お
い
て
は
、
国
家
は
私
人
の
地
位
に
置
か
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
稿
と
の
主
題
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
意
味
し
得

る
。
即
ち
、
国
家
そ
れ
自
体
は
公
法
的
秩
序
で
あ
る
が
、
諸
国
家
が
共
に
私
人
と
同
様
の
地
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家

間
で
締
結
さ
れ
る
条
約
に
は
私
人
間
の
契
約
と
同
様
に
私
法
上
の
諸
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

㈡　

自
然
法

　

⑴　

自
然
法
の
観
念
：
自
然
法
の
目
的
及
び
認
識
方
法
、
そ
し
て
神
法
と
の
関
係

　
「
自
然
法
」
そ
れ
自
体
に
関
す
る
積
極
的
定
義
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
諸
論
考
の
中
か
ら
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

（
前
節
（
一
）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
彼
に
と
っ
て
そ
の
存
在
が
自
明
で
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
詳
述
し
な
い
と
い
う
傾
向
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
我
々
が
彼
の
自
然
法
観
念
を
探
る
こ
と
は
不
可
能

で
は
な
い
。
以
下
で
は
、
彼
の
自
然
法
理
論
の
中
に
登
場
す
る
、
自
然
法
の
目
的
及
び
認
識
方
法
、
更
に
は
神
法
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
自
然
法
観
念
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、
自
然
法
の
目
的
に
関
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
自
然
法
論
』
に
お
い
て
「
自
然
法
は
自
然
的
社
会
を
維
持
し
、
或
い
は

増
進
す
る
も
の（（（（
（

」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
或
る
種
の
定
義
で
あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
実
質

は
自
然
法
の
存
在
目
的
で
あ
る
。（
尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
自
然
的
社
会
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
次
章
（
第
一
節
）
に
お
い
て
論
じ
ら

れ
る
。）
そ
し
て
、『
忠
告
』
に
お
い
て
は
、
よ
り
明
確
に
自
然
法
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
自
然
法
の
目
的
は
善
を

維
持
す
る
者
に
属
す
る
こ
と
」（finem

 juris naturalis esse bonum
 servantium

（
（（（
（

）
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
目
的
を
有
す
る
自
然
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

『
法
原
理
考
察
』
に
お
い
て
、「
自
然
法
は
、
崇
敬
な
し
に
自
然
的
理
性
の
み
に
基
づ
い
て
知
ら
れ
得
る
も
の（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
そ
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し
て
、
こ
の
「
理
性
の
み
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
自
然
法
」
と
い
う
思
考
は
同
論
考
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
論
理
に
よ
り
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
即
ち
、「
諸
国
民
（gentes

）
は
自
然
法
（jus naturae

）
を
、
あ
る
と
き
は
理
性
に
よ
り
、
あ
る
と
き
に
は
古
来
の
父
祖

の
伝
統
に
よ
り
認
識
す
る
」
の
で
あ
り
、「
理
性
を
通
じ
て
知
ら
れ
得
る
こ
と
、
そ
れ
は
唯
一
の
自
然
法
（solum

 naturale jus

）

で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
理
性
を
通
じ
て
知
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
伝
統
を
通
じ
て
」
知
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
こ
こ
で
示
し
て
い
る
自
然
法
の
認
識
方
法
と
し
て
は
、
理
性
の
み
な
ら
ず
、「
伝
統
」（traditio

）

と
い
う
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
人
為
の
集
積
も
、
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
続
い
て
彼
は
、「
理

性
に
よ
り
知
ら
れ
得
ず
、
神
の
意
思
の
伝
統
の
み
に
よ
っ
て
（traditione divinae voluntatis sola

）
知
ら
れ
得
る
こ
と
は
、
即
ち
、

実
定
神
法
（jus divinum

 positivum

）
で
あ
る
」
と
し
て
い
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、「
伝
統
」
と
は
「
神
の
意
思
の
伝
統
」
で
あ
っ
て
、
人

為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
規
範
は
（
本
来
的
な
自
然
法
で
は
な
い
）「
実
定
神
法
」
で
あ
る
と
さ

れ
る
の
で
あ
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
、
更
に
、
自
然
法
と
神
法
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
然
法
は
倫
理
的
な
神
法
に
違
背
し
な
い
こ
と
」（[n]ec jus naturale differe a jure divino m

oral

（
（（（
（

i

）
を

宣
言
し
て
お
り
、
自
然
法
と
神
法
が
矛
盾
・
抵
触
し
な
い
こ
と
は
彼
の
法
理
論
の
前
提
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
宣
言
に

お
い
て
は
、
神
法
が
自
然
法
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
主
知
主
義
的
な
法
認
識
に
お
い
て
は
、
神
に
先

行
す
る
法
と
し
て
の
自
然
法
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
（
そ
し
て
、
神
が
誤
っ
た
選
択
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
神
の
意
思
に
よ

る
神
法
は
自
然
法
に
矛
盾
・
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
）
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
更
に
、
神
が
有
す
る
「
理
性
」（
そ
れ

は
法
を
認
識
し
、
選
択
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
。）
と
人
間
の
そ
れ
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
永
遠
の
理
性
の
光
（［
そ
の
光
は
］
諸
々
の
精
神
の
中
で
神
の
力
に
よ
っ
て
か
き
た
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。）
が
、

我
々
の
内
部
に
お
け
る
実
効
性
の
あ
る
原
因
で
あ
る
こ
と
」（caussam

 denique effi
cientem

 in nobis esse rationis aeternae 

lum
en divinitus in m

entibus accensum

（
（（（
（

）
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
「
永
遠
の
理
性
の
光
」
は
「
神
の
力
」
に
よ
っ
て
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光
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
者
な
く
し
て
前
者
は
十
全
に
機
能
し
得
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
両
者
の
間

に
は
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
（
但
し
、
人
間
は
人
間
で
あ
る
が
故
に
認
識
・
選
択
に
お
い
て
誤
り
を
犯
し
得
る
。）
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
観
念
に
お
け
る
自
然
法
の
目
的
や
認
識
方
法
、
更
に
は
、
神
法
と
の
関
係
か
ら
、
彼
の

自
然
法
観
念
の
二
つ
の
特
色
が
指
摘
可
能
と
な
る
。
一
つ
は
、
自
然
法
が
「
崇
敬
」
を
伴
う
こ
と
な
く
「
自
然
的
理
性
の
み
に
よ
っ

て
」
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、「
実
定
神
法
」
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
合
理
的
乃
至
は
理
性
的
自
然

法
観
念
を
彼
が
抱
懐
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
は
、
人
間
の
理
性
（
の
光
）
が
神
と
の
関
係
を
依
然
と
し
て
保
持
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
る（（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
（
前
節
㈡
に
お
い
て
）
示
さ
れ
た

よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
人
間
と
神
と
を
同
一
平
面
に
置
く
「
普
遍
的
法
学
」
を
構
想
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
自
然
法
と
神
法
、

そ
し
て
、
神
の
理
性
と
人
間
の
理
性
は
矛
盾
す
る
こ
と
の
な
い
総
体
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」

　

さ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
理
論
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は

『
法
学
新
方
法
』
中
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
（
プ
ラ
ト
ン
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
等
）
か
ら
「
最
近
」（
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ

等
）
に
至
る
ま
で
の
自
然
法
に
属
す
る
原
則
に
関
す
る
諸
理
論
の
紹
介（（（（
（

の
後
に
、
次
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
者
［
即
ち
、
プ
ラ
ト
ン
や
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
等
］
の
好
意
を
、
我
々
は
自
ら
の
見
解
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
即
ち
、
自
然
法
の
三
段
階
（tres gradus

）、
つ
ま
り
厳
格
法
（jus strictum

）、
衡
平
（aequitas

）
及
び
敬
虔
（pietas

）

が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
の
中
で
後
続
す
る
も
の
が
、
先
行
す
る
も
の
よ
り
も
一
層
完
全
で
あ
り
、
そ
れ
［
即
ち
、

先
行
す
る
も
の
］
を
確
証
す
る
し
、
抵
触
す
る
場
合
に
は
そ
れ
を
廃
す
る
。（

（（（
（

」
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原
則
的
な
考
え
方
が
こ
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
た
後
に
、「
厳
格
法
」、「
衡
平
」、
そ
し
て
「
敬
虔
」
の
各
々
に
つ
い
て
の
説
明
が
加

え
ら
れ
る
。
先
ず
、
厳
格
法
は
「
純
粋
法
」（jus m

erum

）
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
戦
争
と
平
和
の
法
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
人
格
（persona

）
と
人
格
の
間
の
関
係
と
、
人
格
と
物
（res

）
と

の
間
の
関
係
と
に
分
け
て
論
ず
る
。
即
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
、「
一
方
が
戦
争
を
遂
行
す
る
、
即
ち
、
害
す
る
こ
と
」
が
な
い
限

り
に
お
い
て
「
平
和
の
法
が
存
在
す
る
」
か
ら
で
あ
り
、
後
者
に
お
い
て
は
、「
物
が
悟
性
を
有
し
な
い
故
に
、
戦
争
の
法
は
永
続

的
で
あ
る
」（[Q

]uia res non est intelligens, perpetuum
 est jus belli.

）
か
ら
で
あ
る（（（（
（

。
更
に
、「
し
か
し
な
が
ら
、
物
及
び
そ

の
物
の
捕
獲
に
対
す
る
人
格
の
勝
利
は
占
有
と
呼
ば
れ
る
」（V

ictoria autem
 personae super rem

 reique captivitas dicitur 

possessio.

）
と
し
、「
し
た
が
っ
て
、
占
有
は
、　
［
そ
の
］
物
が
何
者
に
も
属
さ
な
い
限
り
、
戦
争
の
法
に
よ
り
、
物
に
対
す
る
権

利
を
人
格
に
付
与
す
る
」（Possessio igitur dat personae jus in rem

, jure belli, dum
m

odo res sit nullius.

）
と
し
て
無
主
物
の

占
有
が
所
有
権
を
発
生
さ
せ
る
と
し
、
そ
れ
が
戦
争
の
法
に
基
づ
く
と
す
る
。
こ
こ
で
占
有
の
対
象
を
無
主
物
に
限
定
す
る
（「
な

ぜ
な
ら
ば
、
も
し
も
、［
そ
の
］
物
が
何
者
か
に
属
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
物
を
害
す
る
こ
と
又
は
奪
い
去
る
こ
と
（laedere aut auferre

）
は
、

他
者
の
奴
隷
を
殺
す
こ
と
又
は
他
者
の
脱
走
者
を
収
取
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
許
さ
れ
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。）
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
「
仮

に
、
相
互
に
、
人
格
に
対
し
て
又
は
物
に
対
し
て
害
を
な
し
た
な
ら
ば
、［
そ
の
こ
と
は
、］
物
に
対
し
て
有
す
る
権
利
、
即
ち
、
戦

争
の
権
利
を
そ
の
者
に
付
与
す
る
」
と
の
論
理
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
更
に
「
し
か
し
、
損
害
の
種
類
の
間
に
は
致
命
的
な

欺
瞞
（deceptio perniciosa

）
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
［
即
ち
、
そ
の
欺
瞞
］
に
よ
り
、
損
害
（
そ
の
損
害
に
約
束
を
遵
守
す

る
こ
と
の
必
要
性
が
由
来
す
る
。）
が
精
神
に
加
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
他
者
の
人
格
や
物
に
対
し
て
損
害
を
与
え
る
こ
と

は
欺
瞞
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
約
束
の
遵
守
と
い
う
規
範
ま
で
も
が
導
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
が
論
じ
ら
れ
た
上

で
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
示
さ
れ
る
。
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「
こ
の
こ
と
か
ら
、
純
粋
な
自
然
法
の
唯
一
の
命
令
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、
何
者
を
も
害
す
る
こ
と
勿
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、

そ
の
者
に
戦
争
の
権
利
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（N

em
inem

 laedere, ne detur ei jus belli.

）。
こ
れ
に
は
交
換
的
正
義

（justitia com
m

unitiva

）
が
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
権
能
（facultas

）
と
呼
ぶ
権
利
が
［
属
す
る
の
で
あ

る
］。（

（（（
（

」

　

続
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
衡
平
に
つ
い
て
論
ず
る
。「
衡
平
又
は
均
衡
」
と
は
、「
二
又
は
そ
れ
以
上
の
も
の
の
理
性
又
は
比
例

が
調
和
又
は
均
整
の
中
に
存
す
る
」（A

equitas seu aequalitas, id est, duorum
 plurium

ve ratio vel proportio consistit in 

harm
onia seu congruentia.

）
状
態
を
指
す
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
「
こ
れ
［
即
ち
、
衡
平
］
は
、
私
を
害
し
た
者
に
対
し
て
、
私

が
殺
し
合
い
の
戦
争
に
着
手
せ
ず
、
損
害
賠
償
を
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
」（H

aec requirit, ut in eum
 qui m

e laesit, non 

bellum
 internecinum

 instituam
, sed ad restitutionem

.

）
こ
と
や
、「
仲
裁
人
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
」「
汝
が
汝
に
欲
し
な
い
こ
と

は
他
の
者
に
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
、「
そ
の
他
の
こ
と
に
関
し
て
、
厳
格
法
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
衡
平

そ
れ
自
体
が
命
じ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
更
に
、
次
の
よ
う
に
付
言
さ
れ
て
い
る
。

　
「
衡
平
な
こ
と
（aequum

）
と
は
、
狡
猾
な
仕
掛
け
に
よ
り
私
へ
の
債
務
か
ら
自
ら
を
解
放
し
た
者
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
私
に
保
有

さ
れ
る
が
、
私
に
は
そ
の
者
に
対
す
る
執
行
の
訴
権
（actio persequendi

）
が
付
与
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
何
ら
か

の
法
律
（Lex

）
が
付
加
し
な
い
限
り
）
訴
権
（actio

）
又
は
抗
弁
権
（exceptio

）、
或
い
は
如
何
な
る
請
求
も
、
純
粋
法
（jus 

m
erum

）
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
者
は
私
に
与
え
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
か
の
命
令

（praeceptum

）［
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
］。
即
ち
、
各
人
に
各
人
の
も
の
を
配
分
せ
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Suum
 cuique tribuere

）。（
（（（
（

」
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最
後
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
敬
虔
に
つ
い
て
の
説
明
に
進
む
。
し
か
し
、
そ
の
冒
頭
部
分
は
意
外
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

「
第
三
の
法
の
原
則
は
上
位
者
の
意
思
（voluntas Superioris

）」
で
あ
り
、「
そ
し
て
こ
れ
は
ト
ラ
シ
ュ
マ
コ
ス
（T

rasym
achus

）

が
プ
ラ
ト
ン
の
下
で
論
じ
た
こ
と
、
即
ち
、
正
し
い
こ
と
は
よ
り
強
い
者
に
と
っ
て
の
便
宜
で
あ
る
（[j]ustum

 esse potentiori  

utile

）」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
に
続
く
一
文
で
読
者
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
意
図
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、

「
上
位
者
と
は
自
然
又
は
神
」
な
の
で
あ
り
、「
そ
の
［
即
ち
、
自
然
又
は
神
の
］
意
思
は
、
自
然
的
で
あ
り
、
こ
れ
故
に
敬
虔
0

0

（pietas

）［
で
あ
る
］
か
、
法
律
（lex

）
で
あ
り
、
こ
れ
故
に
実
定
神
法
（jus divinum

 positivum

）
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
敬
虔
が
有
す
る
効
力
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
敬
虔
は
自
然
法
の
第
三
段
階
で
あ
り
、
そ
の
他
の
も
の
に
完
成
と
効
果
を
（perfectionem

 et effectum

）
授
け
る
。
確
か
に
、
神
は
、

全
知
（om

niscius

）
で
あ
り
、
賢
明
（sapiens
）
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
法
と
衡
平
を
確
証
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、［
神
は
］

全
能
（om

nipotens

）
で
あ
る
か
ら
、［
純
粋
法
と
衡
平
を
］
実
施
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
故
に
、
人
類
の
便
益
（utilitas generis 

hum
ani

）、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
世
界
の
優
雅
と
調
和
（decor et harm

onia m
undi

）
が
、
神
の
意
思
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
い
て
、「
我
々
自
身
が
神
（
全
能
が
全
て
の
も
の
に
つ
い
て
の
権
利
を
神
に
授
け
た
。）
に
帰
属
す
る
（nos 

ipsim
et sum

us  D
ei

）
の
で
あ
る
か
ら
」「
か
の
命
令
（praeceptum
）」
即
ち
、「
正
直
に
生
き
よ

0

0

0

0

0

0

（H
onestè vivere

）」
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
自
然
法
の
中
核
的
規
範
を
「
厳
格
法
」、「
衡
平
」
及
び
「
敬
虔
」
と
し
て
措
定
し
、
そ
れ

ら
を
階
層
的
に
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
を
提
示
し
て
い
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
、
彼
の
他
の
論
考
に
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お
い
て
も
（
変
更
を
伴
い
つ
つ
）
登
場
す
る
の
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
一
六
七
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

『
法
及
び
正
義
論
』
に
お
い
て
は
、「
三
段
階
」（tres gradus

）
で
は
な
く
、
法
の
「
三
つ
の
主
要
な
命
令
」（tres prim

a praecepta

）
と

し
て
、「
正
直
に
生
き
よ
」、「
何
者
を
も
害
す
る
こ
と
勿
れ
」
及
び
「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
配
分
せ
よ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
ま
た
、
同

時
期
の
『
正
義
及
び
法
論
』
に
お
い
て
も
、
自
然
法
を
巡
る
三
段
階
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。（（（（
（

）

　

さ
て
、
こ
の
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
を
巡
っ
て
は
、
一
方
で
、「
そ
の
全
て
の
構
成
要
素
（K

om
ponenten

）
が
伝
統
か
ら
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
何
ら
の
先
駆
者
（V

erläufer

）
も
全
く
存
在
し
な
い（（（（
（

」
と
高
く
評
価
す
る
者
が
あ
る
が
、
他
方
で
、

「
法
哲
学
に
と
っ
て
如
何
な
る
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い（（（（
（

」
と
し
て
こ
の
理
論
の
法
哲
学
史
上
に
お

け
る
意
義
を
疑
問
視
す
る
者
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
後
世
に
お
け
る
評
価
は
分
か
れ
る
が
、
何
れ
に
し
ろ
、
同
説
に
関
し
て
本
稿
に

お
い
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
次
の
事
実
で
あ
る
。
即
ち
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
は
、
単
な
る
自
然
法
理
論
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な
く
、（
本
稿
で
後
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
）「
正
義
」・「
国
家
」・「
主
権
（
統
治
権
）」
に
つ
い
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
観
念
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

㈢　

正
義

　

⑴　
「
正
義
」
の
定
義

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
正
義
」（justitia: justice: Gerechtigkeit
）
に
多
様
な
定
義
を
与
え
て
い
る
。
特
に
、
一
六
六
九
年
か
ら
一

六
七
一
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
自
然
法
の
基
礎
』
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
は
顕
著
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
先
ず
、

同
論
考
に
お
け
る
正
義
の
定
義
を
列
挙
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
「
正
義
と
は
他
者
に
援
助
を
与
え
る
か
害
悪
を
与
え
る
か
に
お
け
る
賢
慮
で
あ
る
。（

（（（
（

」
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「
正
義
と
は
、
他
者
に
善
を
も
た
ら
す
か
悪
を
も
た
ら
さ
な
い
か
に
つ
い
て
、
そ
の
意
思
の
表
明
に
よ
り
自
ら
に
善
を
も
た
ら
す
か
自
ら

に
悪
を
も
た
ら
さ
な
い
か
（
そ
れ
は
即
ち
、
報
酬
の
獲
得
又
は
懲
罰
の
回
避
で
あ
る
。）
と
い
う
理
由
に
よ
り
、［
判
断
す
る
際
の
］
賢
慮
で

あ
る
。（

（（（
（

」

　
「
正
義
と
は
、
他
者
の
諸
々
の
善
及
び
悪
に
つ
い
て
、
他
者
の
賢
慮
及
び
権
能
［
と
い
う
観
点
］
か
ら
の
我
々
の
諸
々
の
善
及
び
悪
に
つ

い
て
の
熟
考
に
よ
る
賢
慮
で
あ
る
。
或
い
は
、
正
義
と
は
、
他
者
に
対
し
て
我
々
の
能
力
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
他
者
の
能
力

を
我
々
に
対
し
て
適
用
す
る
際
の
賢
慮
に
つ
い
て
の
熟
考
に
よ
る
賢
慮
で
あ
る
。
正
義
と
は
、
智
者
及
び
能
力
あ
る
者
に
喜
ば
れ
る
賢
慮
で

あ
る
。
正
義
と
は
、
報
酬
及
び
懲
罰
の
理
由
に
よ
り
、
援
助
し
及
び
害
す
る
賢
慮
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　
「
正
義
と
は
、
正
し
い
こ
と
を
欲
す
る
徳
、
或
い
は
、
適
切
に
欲
す
る
と
い
う
こ
と
が
正
し
さ
の
付
加
さ
れ
た
事
柄
に
基
づ
く
こ
と
は
明

ら
か
な
の
で
あ
る
か
ら
、
徳
と
い
う
言
葉
の
代
わ
り
に
、
正
義
と
は
、
正
し
い
こ
と
を
欲
す
る
熱
意
で
あ
ろ
う
。（

（（（
（

」

　
「
正
義
と
は
、
自
ら
の
安
寧
に
よ
る
共
通
の
幸
福
に
向
け
た
不
変
の
努
力
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　
「
正
義
と
は
、
害
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
害
悪
を
配
分
す
る
こ
と
に
お
け
る
、
賢
慮
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　
「
し
た
が
っ
て
、
正
義
と
は
、
賢
慮
を
通
じ
て
な
さ
れ
得
る
限
り
（
又
は
よ
り
大
き
な
苦
痛
の
原
因
が
存
在
し
な
い
限
り
）
他
者
を
愛
す

る
性
向
（
又
は
自
ら
を
通
じ
て
他
者
の
善
を
追
求
す
る
［
性
向
］、
他
者
の
善
を
喜
ぶ
［
性
向
］）
で
あ
ろ
う
。（

（（（
（

」

　
「
正
義
と
は
、
善
き
人
の
性
向
（
又
は
確
立
さ
れ
た
態
度
）
で
あ
り
、
確
立
さ
れ
た
と
は
、
除
去
さ
れ
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な

く
、
容
易
に
は
［
除
去
さ
れ
］
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
私
は
述
べ
る
。（

（（（
（

」

　
「
真
実
の
又
は
完
全
な
正
義
の
定
義
と
は
、
他
者
を
愛
す
る
性
向
又
は
他
者
の
善
に
関
す
る
見
解
に
基
づ
い
て
［
そ
れ
が
］
問
題
と
な
る

度
毎
に
［
当
該
他
者
の
］
喜
び
を
受
容
れ
る
性
向
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　
「
正
義
と
は
全
て
の
者
を
愛
す
る
性
向
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
正
義
」
の
定
義
を
様
々
に
試
み
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
自
然
法
の
基
礎
』
以
外

の
論
考
で
も
そ
れ
を
試
み
て
い
る（（（（
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
定
義
か
ら
看
取
さ
れ
る
彼
の
正
義
の
観
念
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
四
つ
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を
挙
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
定
義
に
は
、
功
利
主
義
的
観
点
（「
報
酬
の
獲
得
又
は
懲
罰
の
回
避
」・

「
害
悪
の
配
分
」
等
）
を
包
含
し
た
も
の
と
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
。
第
二
に
、
或
る
人
が
他
者
と
の
何
ら
か
の

関
係
を
取
り
結
ぶ
際
の
「
賢
慮
」（prudentia

）
の
問
題
と
し
て
正
義
が
定
義
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
第
三
に
、
他
者
と
の
何
ら
か

の
関
係
に
お
け
る
「
性
向
」（habitus

）
や
「
不
変
の
努
力
」（constans conatus

）
が
正
義
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
第

四
に
、「
賢
慮
」
と
「
性
向
」（
特
に
、
他
者
を
愛
す
る
性
向
）
が
結
合
し
た
正
義
の
定
義
も
存
在
す
る
。
但
し
、『
自
然
法
の
基
礎
』

に
お
け
る
正
義
の
定
義
に
含
ま
れ
る
諸
要
素
の
中
で
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
は
「
賢
慮
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
汝
は

正
義
を
賢
慮
か
ら
定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
主
知
主
義
的
傾
向
に
あ
る
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
考
に
も
合
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
定
義
の
中
に
現
れ
て
い
る
、
正
義
を
巡
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
基
本
的
思
考
は
、
そ
の
後
の
論
考
、
例
え

ば
、
一
六
九
○
年
か
ら
一
六
九
八
年
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
自
然
法
論
』
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
、
同
論
考
で
正
義
は
「
社
会
的
徳
（eine gem

einschaftliche T
ugend

）
で
あ
り
、
社
会
を
維
持
す
る
徳
の
一
つ
で
あ
る（（（（
（

」
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
自
然
法
論
』
の
執
筆
時
期
に
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
正
義
の
定
義
は
変
更
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
一
六
九
三
年
公
刊
の
『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
「
正
義
と
は
…
［
中
略
］
…
自
ら
の
感
情
の
統
治
者
で
あ
る
徳
（quae virtus est hujus affectus rectrix

）
で
あ
っ
て
、
仮
に
私
が

誤
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
最
も
適
切
に
は
、［
正
義
を
］
智
者
の
慈
愛
、
即
ち
、
叡
智
の
指
示
に
従
う
［
慈
愛
］（sequentem

 sapientiae  
dictate

）
と
我
々
は
定
義
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ス
が
述
べ
た
と
さ
れ
る
、
正
義
と
は
、
自
ら
の
［
利
益
を
］
無

視
し
て
、
他
者
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
促
す
の
で
あ
る
か
ら
、
最
大
の
愚
行
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
［
即
ち
、
正
義
の
］
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定
義
に
つ
い
て
の
無
知
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

こ
こ
で
看
取
さ
れ
る
明
白
な
変
更
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
正
義
の
定
義
に
お
け
る
功
利
主
義
的
観
点
の
消
滅
で

あ
り
、
第
二
に
、
正
義
を
「
智
者
の
慈
愛
」（caritas sapientis

）
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を

加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
ず
、
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
カ
ル
ネ
ア
デ
ス
の
見
解
に
対
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
評
価
（
の
変
化
）
と
も
関

連
す
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
か
つ
て
（
一
六
七
○
年
代
前
半
に
）『
コ
ン
リ
ン
ク
宛
書
簡
』
に
お
い
て
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ス
の
功
利
主

義
的
正
義
論
に
同
調
し
て
い
た（（（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
カ
ル
ネ
ア
デ
ス
に
対
す
る
評
価
は
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
前
節
㈠
⑵
で
確
認
さ
れ
た
主
意
主
義
的
法
認
識
か
ら
主
知
主
義
的
な
も
の
へ
の
転
換
と
通
底
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
点
に
つ
い
て
は
、
実
は
こ
の
変
更
は
従
前
の
定
義
を
本
質
的
に
変
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
ば
、「
智
者
の
慈
愛
」（caritas sapientis
）
と
は
、『
自
然
法
の
基
礎
』
に
お
い
て
見
ら
れ
た
、
正
義
を
他
者
と
の
関
係

に
お
け
る
「
賢
慮
」
や
「
徳
」、（
他
者
を
愛
す
る
）
性
向
と
す
る
定
義
を
総
合
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、「
賢
慮
」

や
「
徳
」
を
有
す
る
者
（「
智
者
」）
の
（
他
者
を
愛
す
る
）
性
向
（「
慈
愛
」）
と
解
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
「
智
者
の
慈
愛
」
と
い
う
正
義
の
定
義
は
、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
「
正
義
は
智
者
の
慈
愛
以
外
の
な
に
も
の
で

も
な
い（（（（
（

」
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
○
六
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
或
る
書
簡
の
添
付
書
（Beilage

）
に
お
い
て
も
、
前

述
の
引
用
部
分
が
そ
の
ま
ま
登
場
す
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
よ
う
に
、「
賢
慮
」
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
主
知
主
義
的
傾
向
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
智
者
の

慈
愛
」
と
い
う
正
義
の
観
念
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
も
の
が
、『
法
原
理
考
察
』
に
お
け
る
次
の
一
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節
で
あ
る
。

　
「
し
た
が
っ
て
、
探
究
さ
れ
る
べ
き
よ
り
高
貴
な
、
そ
し
て
よ
り
よ
い
他
の
法
の
諸
原
理
は
、
神
の
意
思
の
中
に
だ
け
で
は
な
く
、
悟
性

の
中
に
存
在
し
、
ま
た
神
の
能
力
だ
け
で
な
く
、
叡
智
の
中
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
正
義
を
定
め
る
も
の
は
、
智
者
の
意
思
又
は
好
意
で

は
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
最
近
或
る
法
律
家
に
よ
り
正
義
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。［
即
ち
、］
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
り
賢
慮
あ
る
者
の
中

庸
で
あ
る
［
と
さ
れ
た
］
美
徳
の
よ
う
な
、
智
者
の
慈
愛
［
で
あ
る
］。（

（（（
（

」

　

こ
の
一
節
で
は
、
悟
性
（intellectus

）
や
叡
智
（sapientia

）
と
い
う
主
知
主
義
を
支
え
る
と
解
さ
れ
る
観
念
が
重
視
さ
れ
た
上

で
、
正
義
が
「
智
者
の
慈
愛
」（caritas sapientis

）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
○
二
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
『
省
察
』
に
お
い

て
は
、
更
に
別
の
要
素
を
含
め
て
、
正
義
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
正
義
は
叡
智
と
善
意
が
共
に
結
合
し
た
も
の
に
合
致
す
る
も
の
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
善
意
の
目
的
は
最
大
の
善
（le plus 

grand bien

）
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
［
即
ち
、
最
大
の
善
］
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
叡
智
が
必
要
で
あ
り
、
叡
智
は
善
に
関
す
る
認

識
（connaissance

）
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
よ
り
大
き
な
善
の
た
め
に
、
或
い
は
よ
り
大
き
な
悪
を
防
ぐ
た
め
に
、
悪
が

必
要
と
さ
れ
な
い
限
り
、
善
意
は
、
す
べ
て
の
者
に
善
を
な
し
、
悪
を
防
ぐ
性
向
（inclination

）
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
の
と
同
様
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
叡
智
は
悟
性
の
中
に
、
善
意
は
意
思
の
中
に
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
正
義
は
そ
の
両
者
の
中
に
あ
る
。
力
は
別
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
、
そ
れ
［
即
ち
、
力
］
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
力
は
、
事
物
の
本
性
（la nature des choses

）
が
許
す
の
と

同
程
度
に
、
法
（droit

）
を
生
じ
さ
せ
、
存
在
す
べ
き
も
の
を
現
実
に
存
在
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
世
界
の
中
で
神
が
行
っ
て
い
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。（

（（（
（

」
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つ
ま
り
、「
正
義
」（justitia: justice

）
は
、「
悟
性
」（intellectus: entendem

ent

）
の
中
に
あ
る
「
叡
智
」（sapientia: 

sagesse
）
と
、「
善
意
」（bonitas: bonté

）
の
中
に
あ
る
「
意
思
」（voluntas: volunté

）
と
い
う
二
つ
の
も
の
に
由
来
し
、「
力
」

（potentia: puissance

）
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。（
ま
た
、
こ
れ
と
類
似
の
理
解
が
『
弁
神
論
』
に
お
い
て
「
力
は
存
在

に
向
か
い
、
叡
智
又
は
悟
性
は
真
実
に
［
向
か
い
］、
意
思
は
善
に
［
向
か
う
］（

（（（
（

」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。）
つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は

正
義
を
叡
智
・
意
思
・
力
と
の
関
係
に
お
い
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（（
（

。
ま
た
、「
善
意
の
目
的
は
最
大
の

善
」
で
あ
り
、「
そ
れ
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
叡
智
が
必
要
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
善
意
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る

前
提
と
し
て
、
叡
智
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
共
に
、
こ
こ
で
の
論
述
が
「
世
界
の
中
で
神
が
行
っ
て
い
る
こ
と
」
に
関
す

る
説
明
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
主
知
主
義
的
認
識
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

法
と
正
義
の
関
係

　

以
上
の
よ
う
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
正
義
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
正
義
と
法
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
法
と
正
義
の
関
係
の
考
察
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、『
忠
告
』
に
お
け
る
次
の
一
節
で
あ
る
。

　
「
そ
し
て
、
確
か
に
正
義
は
、
衡
平
及
び
比
例
性
の
何
ら
か
の
諸
々
の
法
則
を
維
持
す
る
の
で
あ
り
、
物
事
の
不
変
の
自
然
の
中
で
そ
し

て
神
に
属
す
る
理
念
（
イ
デ
ア
）
の
中
で
、
算
術
及
び
幾
何
学
の
諸
原
理
で
あ
る
も
の
に
劣
る
こ
と
な
く
、
確
固
た
る
［
法
則
］
を
維
持
す

る
の
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

こ
こ
で
は
、
正
義
が
「
算
術
や
幾
何
学
の
諸
原
理
」
と
同
様
の
「
確
固
た
る
法
則
」
を
有
す
る
と
す
る
と
い
う
思
考
が
示
さ
れ
て
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い
る
が
、
こ
れ
は
前
述
（
前
節
㈡
⑴
）
の
「
法
（droit

）
に
つ
い
て
の
学
問
」
が
「
論
理
学
、
形
而
上
学
、
算
術
、
幾
何
学
、
運
動

学
」
と
同
様
に
「
論
理
学
の
争
う
こ
と
の
で
き
な
い
諸
規
則
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
全
て
の
定
義
か
ら
明
確
な
帰
結
を

導
出
し
得
る
」
と
す
る
思
考
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
及
び
正
義
が
客
観
的
な
認
識
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。（
ま
た
、
こ
こ
に
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
及
び
正
義
に
関
す
る
主
知
主
義
的
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。）
更
に
、

『
忠
告
』
で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
法
の
学
問
に
お
い
て
は
、
人
間
の
［
正
義
を
］、
そ
れ
が
完
全
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
恰
も
淵
源
の
如
く
、
神
の
正
義
か
ら
導
出
さ
せ

る
こ
と
の
方
が
相
応
し
い
。
確
か
に
、
正
義
の
観
念
は
、
真
実
の
［
観
念
］
及
び
善
の
［
観
念
］
に
劣
る
こ
と
な
く
神
に
関
連
し
て
お
り
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
恰
も
［
神
以
外
の
］
そ
の
他
の
も
の
の
尺
度
で
あ
る
神
に
一
層
［
関
連
し
て
い
る
］
の
で
あ
っ
て
、［
神
の
正
義
と
人
間

の
正
義
に
］
共
通
な
諸
規
則
は
、
確
か
に
学
問
に
適
す
る
の
で
あ
り
、
普
遍
的
法
学
（
そ
の
教
説
を
自
然
神
学
で
す
ら
活
用
し
て
い
る
。）

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
正
義
を
法
学
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
し
か
も
人
間
と
神
と
に
共
通
な
正
義
の
諸
規
則
を
（
前
節
㈡
⑵

で
触
れ
ら
れ
た
）「
普
遍
的
法
学
」
と
し
て
論
ず
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
正
義
が
「
算
術
及
び
幾
何
学
の
諸
原
理
」

と
同
様
の
確
固
た
る
法
則
を
有
す
る
と
考
え
る
彼
に
と
っ
て
、
正
義
或
い
は
普
遍
的
法
学
に
お
い
て
神
と
人
間
が
同
一
平
面
で
扱
わ

れ
る
（
但
し
、
正
義
を
正
確
に
認
識
乃
至
選
択
す
る
能
力
に
お
い
て
程
度
の
差
は
あ
る
。）
こ
と
は
当
然
の
帰
結
と
な
る
筈
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、「
算
術
及
び
幾
何
学
」
は
普
遍
的
学
問
で
あ
り
、
仮
に
、
神
の
正
義
と
人
間
の
正
義
の
間
に
質
的
な
相
異
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
恰
も
人
間
界
の
数
学
が
神
の
国
で
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（（（（
（

。
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⑶　
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
と
正
義
の
接
合

　

以
上
の
通
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
正
義
を
法
学
の
中
で
扱
う
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
帰
結
の
一
つ
と
し
て
、

彼
が
正
義
を
先
述
の
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
と
接
合
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」

は
自
然
法
の
各
々
の
段
階
に
応
じ
た
正
義
（
交
換
的
正
義
・
配
分
的
正
義
・
普
遍
的
正
義
）
を
構
想
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
即
ち
、「
厳
格
法
」
に
お
い
て
は
「
何
者
を
も
害
す
る
こ
と
勿
れ
」
が
交
換
的
正
義
に
、「
衡
平
」
に
お
い
て
は
「
各
人
に
各

人
の
も
の
を
配
分
せ
よ
」
が
配
分
的
正
義
に
、
そ
し
て
、「
敬
虔
」
に
お
い
て
は
「
正
直
に
生
き
よ
」
が
普
遍
的
正
義
に
、
各
々
対

応
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
種
の
正
義
は
、
論
者
に
よ
っ
て
差
異
の
あ
る
次
の
よ
う
な
解
釈
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（H

ans-Peter Schneider

）
は
、『
三
段
階
論
』
や
『
正
義
及
び
法
論
』、『
類
纂
』
の
「
序
文
」
に
依

拠
し
な
が
ら
、
自
然
法
へ
の
国
家
権
力
の
「
社
会
倫
理
的
拘
束
」（sozialethische Bindung

）（
即
ち
、
自
然
法
に
よ
る
国
家
権
力
の

拘
束
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
彼
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
、
最
も
基
底
的
な
段
階
で
は
、「
補
整
的
（
応
報
的
）
正

義
」（ausgleichendene Gerechtigkeit

）（
即
ち
、
交
換
的
正
義
）
と
結
合
し
た
厳
格
法
の
中
に
、「
誠
実
」（Rechtschaffenheit 

(Probitas)

）
と
い
う
意
味
に
お
け
る
「
法
的
忠
誠
の
義
務
」（die Pflicht zur Gesetzestreue

）、
即
ち
、「
何
者
を
も
害
す
る
こ
と

勿
れ
」
を
置
き
、
そ
の
上
部
に
「
配
分
的
正
義
」（austeilende Gerechtigkeit

）
に
従
う
衡
平
（Billigkeit (aequitas)

）（
そ
れ
は
、

「
隣
人
愛
」（N

ächstenliebe (caritas)

）
と
い
う
意
味
で
、「
個
人
の
権
利
の
割
当
と
い
う
命
令
」（das Gebot der personalen 

Rechtszuw
eisung

）、
即
ち
、「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
配
分
せ
よ
」
に
従
う
。）
を
置
き
、
更
に
、
自
然
法
の
最
高
段
階
と
し
て
「
敬

虔
」（Fröm

m
igkeit (pietas)

）
を
置
く
が
、
そ
れ
は
神
の
愛
の
表
示
と
し
て
の
貞
潔
な
生
活
、
即
ち
、「
正
直
に
生
き
よ
」
と
い
う

「
普
遍
的
正
義
」（universale Gerechtigkeit

）
に
相
応
す
る
と
す
る（（（（
（

。

　

ま
た
、
澤
田
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
正
義
論
に
つ
い
て
、「
個
人
的
段
階
に
お
け
る
『
応
報
的
正
義
』、
社
会
的
段
階
に
お
け
る
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『
配
分
的
正
義
』、
精
神
的
段
階
に
お
け
る
『
普
遍
的
正
義
』」
が
存
在
し
、「
そ
れ
ら
は
各
々
そ
の
内
容
と
し
て
『
狭
義
の
正
し
さ

（
権
利
）』、『
衡
平
』、『
敬
虔
』
を
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
含
ん
で
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
そ
れ
ら
は
各
々
自
己
の
格
率
と
し
て
『
人

を
侵
害
す
る
な
か
れ
』、『
各
人
に
各
人
の
も
の
を
与
え
よ
』、『
敬
虔
あ
る
い
は
誠
実
に
生
き
よ
』
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

『
個
人
的
利
害
』、『
博
愛
』、『
宗
教
』
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る（（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
法
に
よ
る
国
家
権
力
の
統
制
や
社
会
関
係
に
お
け
る
格
率
の
問
題
と
し
て
も
「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
及
び

そ
れ
に
含
ま
れ
る
三
種
の
正
義
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
正
義
観
念
と
結
合
し
た
「
自
然
法
の
三
段
階

説
」
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
（
及
び
正
義
）
理
論
か
ら
社
会
理
論
に
わ
た
る
多
く
の
側
面
に
お
い
て
鍵
概
念
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

　

以
上
、
本
章
に
お
い
て
確
認
・
考
察
さ
れ
た
事
柄
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
特
色
に
つ
い
て
次
の
四
点
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

　

第
一
に
、
神
と
法
及
び
正
義
と
の
関
係
に
お
け
る
特
色
で
あ
る
。
即
ち
、
法
及
び
正
義
が
神
の
意
思
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
と
の
認

識
（
主
意
主
義
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ
客
観
的
に
存
在
す
る
そ
れ
ら
を
神
が
知
覚
乃
至
選
択
す
る
と
の
認
識
（
主
知
主
義
）
を
遅
く

と
も
三
○
歳
台
前
半
か
ら
示
し
て
い
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
正
義
が
（
神
の
意
思
に
依
拠
し
な
い
と
い
う
意
味
で
）
客
観
的
な
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
故
に
、
神
と
人
間
に
共
通
に
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
れ
に
よ
り
神
と
人
間
を
同

一
平
面
で
扱
う
「
普
遍
的
法
学
」
が
構
想
可
能
な
も
の
と
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
正
義
の
定
義
に
関
す
る
特
色
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
様
々
な
正
義
の
定
義
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
最
終
的

に
は
「
智
者
の
慈
愛
」
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
正
義
の
定
義
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
、
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彼
の
主
知
主
義
的
認
識
は
妥
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
正
義
の
定
義
の
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
功
利
主
義
的
観
点
か
ら
の
定
義
が
行
わ
れ
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
第
一
点

（
主
意
主
義
か
ら
主
知
主
義
へ
の
転
換
）
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
と
の
関
係
に
お
け
る
特
色
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
を
提
示
し
、

同
説
の
中
で
自
然
法
と
正
義
を
結
合
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
法
は
正
義
と
い
う
客
観
的
準
則
に
抵
触
し
な
い
も

の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

さ
て
、
本
章
で
確
認
・
検
討
さ
れ
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
認
識
か
ら
、
彼
の
法
学
理
論
が
自
然
法
論
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
の
自
然
法
論
の
特
色
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

一
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
主
知
主
義
的
立
場
で
の
法
観
念
を
提
示
し
、
神
と
人
間
を
同
一
平
面
で
扱
う
「
普
遍
的
法

学
」
を
構
想
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
神
意
を
恣
意
か
ら
分
離
し
、
神
が
（
そ
し
て
、
誤
り
を
犯
す
確
率
は
高
い
が
人
間
も
）
理
性
的

に
行
為
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
彼
が
構
想
し
た
も
の
は
「
理
性
的
法
学
」
で
あ
り
、
実
際

に
、
彼
は
自
ら
が
企
図
し
て
い
る
も
の
が
「
理
性
的
法
学
の
著
作
」（opus Jurisprudentiae rationalis

）
で
あ
る
こ
と
を
『
ホ
ッ

ブ
ズ
宛
書
簡
』
で
言
明
し
て
い
る（（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
を
合
理
主
義
的
自
然
法
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
評
す

る
こ
と
は
、
誤
り
で
は
な
い（（（（
（

。

　

他
方
に
お
い
て
、
前
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
際
法
学
上
の
評
価
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、『
類

纂
』（
及
び
『
類
纂
補
遺
』）
に
依
拠
し
つ
つ
「
最
初
の
条
約
集
編
纂
者
と
し
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
」
と
す
る
も
の
が
大
多
数
で
あ
り
、

そ
れ
は
必
然
的
に
彼
の
法
理
論
の
実
証
主
義
的
性
格
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が

「
歴
史
の
過
程
の
中
で
の
法
の
形
成
を
追
求
し
た
」（
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
帰
納
的
方
法
を
採
用
し
た（

（（（
（

）
と
す
る
評
価
が
登
場
す
る
こ
と
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も
充
分
に
首
肯
で
き
る
と
言
え
よ
う
。（
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
更
に
、「
歴
史
法
学
」
や
「
比
較
法
学
」
と
い
っ
た
分
野
に
お
け
る
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
先
駆
的
役
割
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。（

（（（
（

）。

　

そ
れ
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
が
示
す
合
理
主
義
的
自
然
法
論
と
い
う
側
面
と
実
証
主
義
的
側
面
は
、「
矛
盾
」
と
さ
れ

る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
論
は
、
特
定
の
「
公
理
」
或
い
は
「
一
般
命
題
」
か
ら
全
て
の
法
規
範
が
演
繹
的
に
導
出
可
能
と
な
る

（
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
実
定
法
の
存
在
は
必
要
と
さ
れ
な
い
）
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
が
企
図
す
る
「
普
遍
的
法
学
」
は
、

そ
の
名
が
示
す
通
り
自
然
法
と
実
定
法
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
に
と
っ
て
、
法
は
「
智
者
の
慈
愛
」（caritas 

sapientis

）
で
あ
る
正
義
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
智
者
」
は
特
定
の
宗
教
や
世
界
観
に
固
有
の
者
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
地
域
や
時
代
の
相
異
に
よ
っ
て
生
ず
る
法
の
差
異
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
に
そ
の
よ
う
に
し
て
「
智
者

の
慈
愛
」
に
対
し
て
信
頼
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
地
域
や
時
代
を
越
え
て
存
在
す

る
「
理
性
的
存
在
と
し
て
の
智
者
」
を
信
頼
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
彼
は
「
理
性
」
そ
れ
自
体
を
信
頼
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

但
し
、
そ
の
際
に
、
我
々
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
理
の
大
前
提
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
理
性
へ
の
信
頼
は
当
然
に
も

神
の
理
性
へ
の
信
頼
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
主
知
主
義
的
認
識
の
中
で
神
が
理
性
的
存
在
と
し
て
認
識
し
、
行
為
（
選
択
）
す

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
認
識
や
行
為
（
選
択
）
の
対
象
は
既
存
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
世
界
（
宇
宙
）
の
秩

序
（
普
遍
的
秩
序
）
は
、
神
の
意
思
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
存
在
し
て
い
る
と
彼
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

（
110
）　

或
い
は
、
次
の
よ
う
な
評
価
も
妥
当
な
も
の
と
言
え
よ
う
。「
法
及
び
正
義
の
観
念
に
つ
い
て
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
多
数
の
説
明
は
、

彼
の
［
著
作
の
］
表
面
的
な
講
読
が
推
測
さ
せ
る
ほ
ど
に
は
、
明
確
で
容
易
に
見
通
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。」H

. Schiederm
air, D

as 



69

ライプニッツの法理論と「近代国際法」（二）

Phänom
en der M

acht und die Idee des R
echts bei G

ottfried W
ilhelm

 Leibniz (W
iesbaden, 1970), S.18.

（
111
）　

“Jus, in quo versam
ur, est scientia caritatis, et Justitia caritas sapientis sive virtus, quae hom

inis affectum
 erga 

hom
inem

 ratione m
oderator.

” De tribus gradibus. (M
ollat, 8.)

こ
こ
で
の
法
の
定
義
、
即
ち
、「
慈
愛
の
学
問
」（scientia 

caritatis
）（
或
い
は
、「
慈
愛
に
つ
い
て
の
学
識
（
乃
至
は
知
識
）」）
か
ら
は
、
法
が
通
常
有
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
権
力
性
や
強
制

性
と
い
っ
た
も
の
が
導
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
法
を
定
義
す
る
こ
と
は
、（
後
述
の
通
り
）「
法
律
」（lex

）
を
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ

が
示
し
た
よ
う
な
「
上
位
者
の
命
令
」
と
す
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
考
か
ら
す
れ
ば
、
或
る
程
度
理
解
可
能
で

は
あ
る
。

（
112
）　

“[I]d est jus in genere...quod producit actionem
 vel exceptionem

.

” System
a iuris. (Grua, II, 819.)

（
113
）　

“Ut autem
 qualitas realis in ordine ad actionem

 duplex est: potentia agendi, et necessitas agendi; ita potentia 
m

oralis dicitur Jus: necessitas m
oralis dicitur O

bligatio.

” N
ova m

ethodus, Pars II,§
15. (D

utens, IV
, iii, 185: 

A
kadem

ie, V
I, i, 301.)

（
114
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xi.). (D

utens, IV
, iii, 294: K

lopp, V
I, 469.)

尚
、
こ
の
部
分
は
、
一
七
○
六
年
七
月

四
日
付
コ
ス
テ
（Pierre Coste

）
宛
書
簡
の
添
付
書
（Beilage

）
中
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。（Gerhardt, III, 386.

）
ま
た
、
宮
澤
は

こ
の
添
付
書
の
“jus

”を
「
法
」
と
し
て
い
る
（
宮
澤
文
総
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
比
較
法
思
想
」『
比
較
法
研
究
』（
比
較
法
学

会
）
第
五
五
巻
（
一
九
九
三
年
）
一
○
四
頁
。）
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
お
い
て
は
、
こ
の
“jus

”が
「
義
務
」
と
の
対
照
に
お
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
点
が
看
過
さ
れ
て
い
る
。

（
115
）　

“Leges, verborum
 significatio et regulae juris.

” Tractatio. (Grua, II, 797.)　

（
116
）　

“Lex definitur decretum
, quo superior sibi subjectum

 obligat, ut ad istius praescriptum
 actiones suas 

com
ponat. Q

uae si adm
ittim

us, nem
o sponte offi

cium
 faciet; im

m
o nullum

 erit offi
cium

, ubi nullus est superior, qui 
necessitatem

 im
ponat; neque erunt offi

cia in eos, qui superiorem
 non habent.

” Monita (Pufendorfius) (D
utens, IV

, iii, 
279.)

（
117
）　

尚
、
こ
の
引
用
文
中
の
「
責
務
」
の
原
語
は
“offi

cium

”で
あ
る
。
こ
の
語
は
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
自
然
法
理
論
に
即
す
る
な

ら
ば
、「
義
務
（obiligatio

）
適
合
的
行
為
」
と
訳
出
す
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
。（
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
自
然
法
理
論
に
お
け
る
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“offi
cium

”と
“obiligatio

”の
相
異
と
両
観
念
に
対
す
る
邦
訳
語
に
つ
い
て
は
、
筏
津
安
恕
『
義
務
の
体
系
の
も
と
で
の
私
法
の
一
般
理

論
の
誕
生
』（
昭
和
堂
、
二
○
一
○
年
）
九
―
三
七
頁
を
見
よ
。）
し
か
し
、
本
稿
で
は
“offi

cium

”に
「
責
務
」、
“obiligatio

”に
「
義

務
」
の
訳
語
を
当
て
て
い
る
。

（
118
）　T

héodicée, 2. partie,§
121. (Gerhardt, V

I, 175.)
（
119
）　M

édiation. (M
ollat, 47.)

（
120
）　

こ
の
よ
う
な
「
法
」（jus

）
と
「
法
律
」（lex

）
の
明
確
な
観
念
的
区
別
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
ボ
ダ
ン
が
、「
法
」
を
「
人
間

に
分
与
さ
れ
た
神
の
善
及
び
賢
慮
の
光
で
あ
り
、
そ
れ
ら
［
の
人
間
］
に
よ
り
人
間
社
会
の
利
益
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」

と
し
、「
法
律
」
を
「
最
高
支
配
権
の
命
令
ま
た
は
裁
可
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、［
そ
れ
は
］
即
ち
、
禁
止
す
る
こ
と
、
許
可
す

る
こ
と
、
命
令
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
こ
と
（
こ
れ
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
国
家
及
び
主
権
理
論
と
『
ユ
ー

ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
』
観
念
─
─
国
際
法
学
に
お
け
る
『
主
権
国
家
』
観
念
成
立
史
研
究
序
説
─
─
（
二
・
完
）」『
法
学
研
究
』（
慶
應

義
塾
大
学
）
第
八
五
巻
第
一
二
号
（
以
下
、「
ボ
ダ
ン
（
二
・
完
）」
と
す
る
。）
一
五
―
一
七
頁
を
見
よ
。）
に
類
似
し
て
い
る
。
但
し
、

ボ
ダ
ン
は
「
法
」
と
「
法
律
」
に
つ
い
て
各
々
の
積
極
的
定
義
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
少
な

く
と
も
本
節
で
主
た
る
考
察
対
象
と
さ
れ
て
い
る
『
法
学
新
方
法
』（E

.g.,N
ova m

ethodus, Pars II,§
76. (D

utens, IV
, iii, 214: 

A
kadem

ie, V
I, i, 344-345.)

）
と
『
法
原
理
考
察
』（E

.g.,O
bservationes, III. (D

utens, IV
, iii, 270.)

）
に
お
い
て
は
、「
法
」
と

「
法
律
」
は
互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
121
）　

“Jurisprudentia est scientia juris, proposito aliqua casu seu facto.

” Nova m
ethodus, Pars II, §

1. (D
utens, IV

, iii, 
180: A

kadem
ie, V

I, i, 293.)

（
122
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §§

1-13. (D
utens, IV

, iii, 180-185: A
kadem

ie, V
I, i, 293-300.)

（
123
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

14 et seq. (D
utens, IV

, iii, 185 et seq.: A
kadem

ie, V
I, i, 300 et seq.)

（
124
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

76. (D
utens, IV

, iii, 214: A
kadem

ie, V
I, i, 344-345.)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
㈡
⑵
で
触

れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
125
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xiv.). (D

utens, IV
, iii, 297: K

lopp, V
I, 474.)

（
126
）　

但
し
、
後
註
（
156
）
で
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
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（
127
）　

こ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
「
主
意
主
義
」
の
意
味
に
つ
い
て
若
干
付
言
し
て
お
き
た
い
。
法
学
理
論
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に

は
国
際
法
学
理
論
が
含
ま
れ
る
。）
に
お
い
て
、「
主
意
主
義
」
が
問
題
と
な
る
場
合
に
、「
意
思
の
主
体
」
も
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、

通
常
、
法
の
存
在
根
拠
と
の
関
係
に
お
け
る
意
思
の
主
体
と
は
、
法
の
定
立
主
体
と
し
て
の
具
体
的
な
立
法
権
者
や
（
慣
習
法
の
場
合
に

お
け
る
）
当
該
社
会
の
構
成
員
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
或
る
意
思
の
主
体
に
よ
っ
て
法
が
定
立
さ
れ
る
と
い

う
思
考
は
「
主
意
主
義
」
と
呼
ば
れ
、
人
為
に
よ
り
定
立
さ
れ
る
法
も
「
主
意
主
義
」
に
基
づ
く
も
の
と
表
現
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
本
節
で
検
討
さ
れ
る
「
主
意
主
義
」
に
お
け
る
意
思
の
主
体
は
神
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
意

思
の
主
体
の
相
異
（
神
か
、
人
か
、
或
い
は
国
家
か
）
を
勘
案
し
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
神
に
限
定
さ
れ
た
議
論
に
関
わ
る
場
合
に

は
「
主
意
主
義
」、
神
に
限
定
さ
れ
な
い
場
合
に
は
「
意
思
主
義
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。（「
主
意
主
義
」
も
「
意
思
主
義
」
も
、
例

え
ば
、
独
語
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
何
れ
も
が
“Voluntarism

us

”で
あ
る
。）
こ
れ
は
、
勿
論
、
国
際
法
学
に
お
け
る
法
規
範
の
定
立

主
体
と
存
在
す
る
法
規
範
（
の
存
在
形
式
）
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
思
考
形
式
に
よ
っ
て
「
自
然
法
論
」
と
「
法
実

証
主
義
」
の
相
異
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
た
上
で
の
区
別
で
あ
る
。（
但
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
実
定
神
法
」

と
い
う
観
念
も
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
節
㈠
⑵
で
確
認
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。）

（
128
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

14. (D
utens, IV

, iii, 185: A
kadem

ie, V
I, i, 300-301.)

（
129
）　

“Neque enim
 justitia essentiale D

ei attributum
 erit, si ipse jus &

 justitiam
 arbitrio suo condidit.

” M
onita  

(Pufendorfius), IV
. (D

utens, IV
, iii, 280.)

こ
の
一
文
に
続
い
て
正
義
の
観
念
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
㈢

⑵
に
お
け
る
議
論
の
中
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
130
）　

小
林
公
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
」
碧
海
純
一
『
新
版
法
哲
学
概
論
（
全
訂
第
二
版
補
正
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
八
五
頁
。

（
131
）　G. E. Guhrauer, G

ottfried W
ilhelm

 Freiherr von Leibnitz: E
ine Biographie, 2 Bd. (Breslau, 1842), Bd.I, S.49.

（
132
）　
『
忠
告
』
執
筆
年
は
次
の
文
献
に
従
っ
て
い
る
。Riley, 64.

（
133
）　D

ialogue. (Foucher de Careil, II, 532.)

（
134
）　Gerhardt, IV

, 427-463.

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
或
る
書
簡
の
中
で
こ
の
論
考
を
「
形
而
上
学
小
論
」（un petit discours de 

m
etaphysique

）
と
称
し
た
と
い
う
。Gerhardt, IV

, 410.

（
135
）　Gerhardt, IV

, 428. (Loem
ker, 304.)
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（
136
）　

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
三
○
歳
台
前
半
（
概
ね
一
六
七
○
年
代
前
半
）
に
思
想
的
転
換
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
節
㈢

⑴
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
「
正
義
」
の
定
義
の
変
化
に
通
底
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
137
）　

無
題
の
草
稿
の
第
五
五
段
落
。Gerhardt, V

I, 616.
（
138
）　
「
神
の
中
に
は
全
て
の
源
泉
で
あ
る
力
（la Puissance

）
が
存
在
し
、
次
い
で
理
念
（Idées

）
の
詳
細
を
含
む
認
識
（la 

Connoissance [sic]

）［
が
存
在
し
］、
最
後
に
最
善
の
原
則
（le principe du M

eilleur

）
に
従
っ
て
変
化
ま
た
は
生
産
を
生
み
出
す

意
思
（la V

olonté

）［
が
存
在
す
る
］。」
無
題
の
草
稿
の
第
四
八
段
落
。Gerhardt, V

I, 615.

尚
、「
最
善
の
原
則
」
と
は
、「
常
に
最

善
を
選
ぼ
う
と
す
る
原
則
乃
至
は
原
理
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

（
139
）　T

heodicée, para.283. (Gerhardt, V
I, 285.)

（
140
）　

フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
、「
ス
ア
レ
ス
及
び
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ス
コ
ラ
主
義
の
精
神
に
お
い
て
」
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
と
し
て
い
る
。Friedrich, 

“Philosophical Reflection

”, p.84.

（
141
）　E

lem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 467: Busche, 248.

）
尚
、『
法
学
新
方
法
』
に
お
け
る
法
学
の
定
義
は
本
節
㈠
⑴
で
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

（
142
）　

“Doctrina Iuris ex earum
 num

ero est, quae non ab experim
entis, sed definitionibus, nec a sensuum

, sed 
rationis dem

onstrationibus pendent, et sunt, ut sic dicam
, juris non facti. Cum

 enim
 consistat Iustitia in congruitate 

ac proportionalitate quadam
, potest intelligi justum

 aliquid esse, etsi nec sit qui justitiam
 exerceat, nec in quem

 
exerceatur, prorsus ut num

erorum
 rationes verae sunt, etsi non sit nec qui num

eret nec quod num
eretur.

” 
E

lem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 460: Busche, 220.)

（
143
）　M

édiation. (M
ollat, 47.)

（
144
）　G

rundriss, §
4. (Foucher de Careil, V

II, 29-30.)

（
145
）　Ecrit envoyé à M

adam
e la duchesse douairiere dʼO

rleans pour estre [sic] com
m

uniqué au duc dʼO
rleans son 

fils (9 février 1706). (K
lopp, IX

, 163-169, esp.164-165.)

（
146
）　M

édiation. (M
ollat, 47.)

（
147
）　Principes de la N

ature, 55. (Gerhardt, V
I, 616.)
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（
148
）　T

héodicée, D
iscours Prélim

inaire, §
35. (Gerhardt, V

I, 70.)
（
149
）　
「
普
遍
的
法
学
」
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
次
の
文
献
を
見
よ
。G. Grua, Jurisprudence universelle et T

héodicée selon 
Leibniz (N

ew
 Y

ork/London, 1985).

（
150
）　N

otae. (Grua, II, 805.)

（
151
）　

“Jus universale erit jus naturae exhibitum
 cum

 additionibus, lim
itationibus vel am

pliationibus positivis, 
praesertim

 nobilioribus, et praesertim
 rom

anis et canonibus.

” Ibid.

（
152
）　
「
普
遍
法
」
は
前
述
の
「
普
遍
的
法
学
」
に
通
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
、
こ
の
定
義
が
未
来
時
制
（
直
説
法
）
で
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
普
遍
的
法
学
」
を
構
想
し
つ
つ
も
、『
註
解
』
執
筆
時
（
一
六
九
六
年
頃
）
に
そ
れ
を
未
だ

完
成
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
153
）　

“Sum
m

a ergo juris divisio est, quod aliud est N
aturale, aliud Legitim

um
 seu positivum

, quod non valeret nisi 
esset receptum

.

” De justitia et jure. (Grua, II, 615.)

（
154
）　E

pistola (Conring). (Gerhardt, I, 158-159.)

ま
た
、
学
問
に
は
「
正
義
に
関
す
る
」（de justo

）「
倫
理
学
」（ethica

）
と

「
便
益
に
関
す
る
」（de utili

）（
但
し
、
こ
の
場
合
の
便
益
と
は
、
共
通
の
便
益
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
「
衡
平
に
関
す
る
」（de aequo

）

も
の
と
さ
れ
る
。）「
政
治
学
」（politica

）
と
が
含
ま
れ
、「
自
然
法
学
」（scientia juris naturae

）
が
前
者
に
、「
制
定
さ
れ
る
べ
き

法
律
に
関
す
る
立
法
学
」（scientia nom

othetica de condendis legibus

）
が
後
者
に
、
各
々
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。E

pistola 
(Conring). (Gerhardt, I, 159.)

（
155
）　

“Praeter aeterna naturae rationalis jura ex divino fonte fluentia jus etiam
 voluntarium

 habetur, receptum
 

m
oribus, vel a Superiore constitutum

.

” Codex (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), I, xiv.). (D
utens, IV

, iii, 297: K
lopp, V

I, 
473-474.)

（
156
）　

尚
、
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
意
思
法
に
つ
い
て
「
上
位
者
に
よ
り
（a Superiore

）
定
立
さ
れ
る
意
思
法
」
と
い
う
観
念
も
提

示
さ
れ
て
お
り
、（
前
節
㈠
⑴
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
）
彼
の
本
来
の
法
観
念
と
し
て
の
「
上
位
者
の
命
令
で
は
な
い
」
と
い
う
観
念
と

の
矛
盾
が
存
在
す
る
。
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
柄
が
、
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
意
思
法
の
形
成
主
体

を
提
示
し
て
い
る
で
あ
っ
て
、
法
の
本
質
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
解
す
る
な
ら
ば
、
解
消
可
能
で
あ
る
。
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（
157
）　

“[I]n Republica quidem
 jus civile ab eo vim

 accepit, qui sum
m

am
 potestatem

 habet.

” Codex (Praefatio) 
(M

onitum
 (Codex), I, xiv.). (D

utens, IV
, iii, 297: K

lopp, V
I, 474.)

（
158
）　

“Scientiam
 Juris naturalis docere est tradere leges optim

ae Reipublicae. Scientiam
 juris arbitrarii docere,  est 

leges receptas cum
 legibus optim

ae Reipublicae conferre.

” De scientia juris. (Grua, II, 614.)
（
159
）　

“Iuris Rom
ani autem

 pars m
ulto m

axim
a prorsus naturalis est.

” Epistola (G
raevius). (A

kadem
ie, I, i, 89.)

（
160
）　H

.-P. Schneider, 

“Der Plan einer ʻJurisprudentia Rationalisʼ bei Leibniz

”, A
rchiv für R

echts- und Sozial-
philosophie, Bd.LII (1966) (im

 Folgenden zitiert als 

“Der Plan

”), S.562.

（
161
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
神
法
」（jus divinum

）
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、（
次
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
）
彼
自
身
が
法
に
つ
い
て
の

最
も
基
本
的
な
分
類
を
自
然
法
と
実
定
法
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
主
知
主
義
的
法
観
念
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
神
の
意
思
に
よ
っ

て
も
自
然
法
は
不
可
変
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
更
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
に
お
い
て
神
と
人
間
が

同
一
平
面
に
置
か
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
法
理
論
に
お
け
る
神
法
の
重
要
性
は
（
少
な
く
と
も
本
稿
の
主
題
と
の
関
連
に

お
い
て
は
）
自
然
法
に
劣
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
162
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xv.). (D

utens, IV
, iii, 298-299: K

lopp, V
I, 475-477.)

（
163
）　

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
思
想
は
、
法
（jus

）
を
世
界
の
正
し
く
且
つ
合
理
的

な
秩
序
と
す
る
と
い
う
彼
の
包
括
的
理
解
に
由
来
す
る
。
法
は
単
な
る
人
為
法
（hum

anly m
ade law

）（lex

）
で
は
な
い
。
逆
に
、

法
は
神
及
び
人
間
の
諸
関
係
の
全
体
を
包
摂
す
る
の
で
あ
る
。」Berkow

itz, op.cit., p.13.

（
164
）　

こ
れ
ら
四
論
考
の
他
に
も
、
例
え
ば
、『
コ
ン
リ
ン
ク
宛
書
簡
』
に
お
い
て
、
公
法
と
は
「
諸
国
家
の
理
解
」（notitia 

rerum
publicarum

）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。E

pistola (Conring). (Gerhardt, I, 159.)

（
165
）　E

.g., Schneider, 

“Der Plan

”, S.562.

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
“das gem

eine röm
ische Zivilrecht (jus privatum

)

”と
表
記
し
て

い
る
。

（
166
）　T

ractatio. (Grua, II, 801.)

（
167
）　System

a juris. (Grua, II, 837-838.)

（
168
）　V

om
 N

aturrecht. (Guhrauer, I, 414.)
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（
169
）　M

onita (Pufendorfius), V
. (D

utens, IV
, iii, 282.)

（
170
）　

“[J]us naturale est, quod ex sola ratione naturali sciri potest, sine reveratione.

” Observationes, III.  (D
utens, IV

, 
iii, 270.)

（
171
）　

尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
れ
に
続
い
て
、
次
の
一
文
を
記
し
て
い
る
。「
し
か
し
な
が
ら
、
神
が
崇
敬
に
基
づ
き
普
遍
的
実
定
法
、

即
ち
、
全
て
の
人
間
に
よ
り
遵
守
さ
れ
る
べ
き
法
律
を
公
示
す
る
こ
と
を
何
が
禁
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」（Q

uid vero prohibet, 
D

eum
 reveratione prom

ulgare jus positivum
 universale seu legem

 om
nibus hom

inibus observandum
?

）
こ
の
一
文

は
全
て
の
人
間
に
共
通
の
普
遍
的
実
定
法
と
し
て
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
言
及
と
も
解
さ
れ
る
と
共
に
、
“prom

ulgare

”が

「
公
示
す
る
」
の
み
で
あ
っ
て
、「
創
出
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
の
主
知
主
義
的
法
認
識
を
示
す
も
の
と
も
解
さ
れ
る
。

（
172
）　O

bservationes, V
. (D

utens, IV
, iii, 271.)

（
173
）　

こ
の
箇
所
で
の
議
論
は
主
意
主
義
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
174
）　O

bservationes, II. (D
utens, IV

, iii, 270.)

（
175
）　M

onita (Pufendorfius), V
. (D

utens, IV
, iii, 282.)

（
176
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
観
念
の
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
（
そ
し
て
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
）
の
維
持
と
い
う
彼
の

思
想
的
傾
向
と
実
践
的
意
図
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
「
結
論
」
で
論
じ
ら
れ
る
。）
と
も
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
177
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §§

72-73. (D
utens, IV

, iii, 212-213: A
kadem

ie, V
I, i, 342-343.)

（
178
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

74. (D
utens, IV

, iii, 213: A
kadem

ie, V
I, i, 343.)

（
179
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

74. (D
utens, IV

, iii, 213: A
kadem

ie, V
I, i, 343.)

こ
こ
で
人
格
と
物
と
の
関
係
を
巡
り
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
な
比
喩
を
述
べ
て
い
る
。「
ラ
イ
オ
ン
に
は
人
間
を
切
り
裂
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
山
に
は
人
間
を
崩
落
に
よ

り
埋
め
て
し
ま
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
人
間
に
は
ラ
イ
オ
ン
を
制
御
す
る
こ
と
（frenare

）、
そ
し
て
山
を
粉
々
に
破
砕
す

る
こ
と
（perfringere

）［
が
許
さ
れ
て
い
る
］。」
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
格
と
物
と
の
関
係
は
（
物
に
悟
性
が
な
い
故
に
）
常
に
戦
争

状
態
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
180
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

74. (D
utens, IV

, iii, 213: A
kadem

ie, V
I, i, 343.)

（
181
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

75. (D
utens, IV

, iii, 213-214: A
kadem

ie, V
I, i, 343-344.)
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（
182
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

76. (D
utens, IV

, iii, 214: A
kadem

ie, V
I, i, 344.)

但
し
、
こ
こ
で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
人
間
の
間

で
合
意
に
よ
り
（pacto

）
上
位
者
が
生
み
だ
さ
れ
、
国
家
法
（jus civile

）
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
契

約
論
的
な
国
家
構
成
原
理
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
第
二
節
㈢
で
論
じ
ら
れ
る
。）
と
共
に
、
前
項
で
確
認
さ
れ
た
法
を
上
位
者
の
命

令
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
理
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
法
観
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
183
）　N

ova m
ethodus, Pars II, §

76. (D
utens, IV

, iii, 214: A
kadem

ie, V
I, i, 344.)

（
184
）　

フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
『
法
学
提
要
』（Institutiones, 1, 1.)

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ロ
ー
マ
に
お
け
る
自
然
法
理
論

の
基
本
原
則
か
ら
導
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。Friedrich,

“Philosophical Reflection

”, p.82.

（
185
）　D

e jure et justitia. (Grua, II, 620.)

（
186
）　D

e justitia et jure. (Grua, II, 615.)

（
187
）　Busche, Einleitung, LX

V
III u. A

nm
.164.

（
188
）　C. J. Friedrich, T

he Philosophy of Law
 in H

istorical Perspective (Chicago, 1958), p.116.

（
189
）　

“Iustitia est prudentia in aliis juvandis aut laedendis.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 434: Busche, 106.)

（
190
）　

“Iustitia est prudentia in efficiendo aliorum
 bono aut non efficiendo m

alo boni sui hac anim
i declaratione 

effi
ciendi, aut m

ali sui non effi
ciendi (id est praem

ii assequendi aut poenae vitandae) causa.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, 

V
I, i, 435: Busche, 108.)

（
191
）　

“Iustitia est prudentia in aliorum
 bonis m

alisque a nobis contem
platione bonorum

 m
alorum

que nostrorum
 a 

prudentibus potentibusque aliis. Seu justitia est prudentia in adhibenda erga alios potentia nostra, contem
platione 

prudentiae in adhibenda erga nos potentia sua alienae. Iustitia est prudentia placendi sapienti et potenti. Iustitia 
est prudentia juvandi et nocendi praem

ii poenaeque causa.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 453: Busche, 192.)

（
192
）　

“Iustitia est virtus volendi quod justum
 est, vel pro virtutis voce, quia bene volendi esse ex justi adjecto 

apparet, erit justitia prom
titudo [sic] volendi quod justum

 est.
” Elem

enta. (A
kadem

ie, V
I, i, 454: Busche, 194.)

（
193
）　

“Iustitia est constans conatus ad felicitatem
 com

m
unem

 salva sua.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 454: Busche, 
196.)
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（
194
）　

“Iustitia est prudentia in dispensandis m
alis, seu quousque nocere liceat.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 456: 
Busche, 206.)

（
195
）　

“Iustitia ergo erit habitus am
andi alios (seu per se expetendi bonum

 alienum
, bono alieno delectandi) quousque 

per prudentiam
 fieri potest (seu quousque m

ajoris doloris causa non est).

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 465: Busche, 
240.)

（
196
）　

“Iustitia est habitus (seu status confirm
atus) viri boni, confirm

atus inquam
, non ut putari non possit, sed ut 

non facile possit.
” Elem

enta. (A
kadem

ie, V
I, i, 480: Busche, 244.)

尚
、
こ
の
一
文
の
後
に
「
善
き
人
」
の
定
義
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、「
善
き
人
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
者
を
愛
す
る
全
て
の
者
で
あ
る
」（V

ir bonus est, quisquis am
at om

nes.

）
と
さ
れ
て
い
る
。

Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 481: Busche, 246.)

（
197
）　

“［V

］era perfectave Iustitiae definitio, habitus am
andi alios, seu capiendi voluptatem

 ex opinione boni alieni 
quoties quaestio incidit.

”こ
れ
に
対
応
し
て
、「
不
正
と
は
［
そ
れ
が
］
問
題
と
な
る
度
毎
に
他
者
の
善
を
喜
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
」

（Injustum
 est bono alieno non delectari quoties quaestio incidit.

）
と
さ
れ
て
い
る
。E

lem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 465: 
Busche, 242.)

（
198
）　

“Iustitia est habitus am
andi om

nes.
” Elem

enta. (A
kadem

ie, V
I, i, 46: Busche, 244.)

（
199
）　

例
え
ば
、『
正
義
論
』
の
冒
頭
で
は
、「
正
義
と
は
、
各
人
に
各
人
の
も
の
を
配
分
す
る
と
い
う
不
変
の
意
思
で
あ
る
」（Iustitia 

est constans voluntas suum
 cuique tribuendi.

）
と
の
定
義
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。D

e iustitia. (Grua, II, 621.)

（
200
）　

“Iustitia a prudentia definire debeas.

”Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 454: Busche, 194.)

（
201
）　V

om
 N

aturrecht. (Guhrauer, I, 414.)

（
202
）　Codex (Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xi.). (D

utens, IV
, iii, 294-295: K

lopp, V
I, 470.)

（
203
）　

一
六
七
○
年
頃
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
『
コ
ン
リ
ン
ク
宛
書
簡
』
に
お
い
て
は
、「（
現
在
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
将
来
の
も
の

で
あ
ろ
う
と
）
自
己
の
便
益
を
伴
わ
な
い
正
義
は
最
大
の
愚
行
で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
、
私
は
カ
ル
ネ
ア
デ
ス
と
共
に
提
起
す
る
（
そ
し

て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
［
こ
れ
に
］
同
意
す
る
。）」（Gerhardt, I, 160.

）
と
さ
れ
て
い
た
。

（
204
）　

“[J]ustitia nihil aliud sit quam
 charitas sapientis.

” Codex (Praefatio) (M
onitum

 (Codex), II, x.). (D
utens, IV

, iii, 313)
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（
205
）　Gerhardt, III, 386-387.

こ
の
書
簡
は
前
節
㈠
⑴
（
註
（
114
））
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
コ
ス
テ
宛
の
も
の
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
添

付
書
は
『
類
纂
』
の
「
序
文
」
の
第
一
部
第
一
一
段
落
の
途
中
か
ら
第
一
三
段
落
の
末
尾
ま
で
の
記
述
（Codex (Praefatio) 

(M
onitum

 (Codex), I, xi-xiii.). (D
utens, IV

, iii, 294-297: K
lopp, V

I, 469-473.)

）
で
あ
る
。

（
206
）　

“Alia ergo sublim
iora et m

eliora juris principia quaerenda sunt, non tantum
 in voluntate divina, sed et in 

intellectu, nec tantum
 in potentia D

ei, sed et in sapientia. Et justitiam
 constituet, non voluntas, seu benevolentia 

sapientis. U
nde justitia nuper a quodam

 JCto definita est: Caritas sapientis, ut virtus ab A
ristotele m

ediocritas 
prudentis.

” Observationes, IX
. (D

utens, IV
, iii, 272.)

（
207
）　M

édiation. (M
ollat, 48.)

（
208
）　

“La puissance va à　

lʼétre, la sagesse ou lʼentendem
ent au vray, et la volonté au bien.

” T
heodicée, §

7. 
(Gerhardt, V

I, 107.)

（
209
）　

澤
田
は
、「
知
恵
、
意
思
、
力
の
間
の
均
衡
で
あ
り
形
式
的
原
理
で
あ
る
正
義
が
、
神
に
お
い
て
も
人
間
と
共
通
の
基
盤
を
有
す
る

も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
」、
更
に
「
そ
こ
か
ら
神
と
人
間
と
に
共
通
な
普
遍
的
法
理
論
と
い
う
も
の
の
、
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
」

と
し
て
い
る
。
澤
田
昭
夫
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
論
」『
法
哲
学
年
報
』（
日
本
法
哲
学
会
）（
一
九
七
六
年
）
一
八
三
頁
。

（
210
）　

“Et vero justitia servat quasdam
 aequalitatis proportionalitatisque leges, non m

inus in natura rerum
 

im
m

utabili divinisque fundatas ideis, quam
 sunt principia A

rithm
eticae &

 Geom
etriae.

” M
onita (Pufendorfius), IV

. 
(D

utens, IV
, iii, 280.)

（
211
）　

“Quin potius in scientia juris a divina justitia, tanquam
 fonte, hum

anam
, ut plena sit, derivari convenit. N

otio 
certe justi non m

inus, quam
 veri ac boni etiam

 ad D
eum

 pertinent, im
m

o ad D
eum

 m
agis, tanquam

 m
ensuram

 
ceterorum

, com
m

unesque regulae utique in scientiam
 cadunt, et in jurisprudentia universali tradi debent, cujus 

praeceptis etiam
 theologia naturalis utetur.

” Monita (Pufendorfius), III. (D
utens, IV

, iii, 278-279.)

（
212
）　

人
間
の
正
義
と
神
の
正
義
が
同
一
平
面
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Riley, Introduction, p.3.

（
213
）　H

.-P. Schneider, 

“Gottfried W
ilhelm

 Leibniz

”; in M
. Stolleis (H

rsg.),, Staatsdenker im
 17. und 18. Jahrhundert: 

R
eichspublizistik, Politik, N

aturrecht, 2., erw
eiterte A

ufl. (Frankfurt a. M
., 1987) (im

 Folgenden zitiert als 

“Leibniz

”), 
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S.217.

（
同
書
の
邦
訳
と
し
て
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
（
編
）（
佐
々
木
有
司
・
柳
原
正
治
（
訳
））『
一
七
・
一
八
世
紀
の
国
家

思
想
家
た
ち
―
帝
国
公
（
国
）
法
論
・
政
治
学
・
自
然
法
論
―
』（
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。）
次
の
文
献
も
見
よ
。

Schneider, Justitia universalis, S.401ff.

（
214
）　

澤
田
、
前
掲
論
文
、
一
八
六
頁
。

（
215
）　

グ
ル
ア
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
下
で
自
然
法
は
、
人
間
の
本
質
の
み
な
ら
ず
、
神
の
本
質
（la nature divine

）
に
も
合
致
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
自
然
法
の
対
語
と
し
て
の
意
思
法
又
は
実
定
法
（le droit volontaire ou positif

）
も
人
間
と
神
の
意
思
に

基
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。Grua, Jurisprudence universelle, p.161.

こ
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
自
然
法
の
み
な
ら
ず
、

実
定
法
も
正
義
に
合
致
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
216
）　E

pistola (H
obbius), I. (Gerhardt, I, 83.)

（
217
）　

例
え
ば
、
ダ
ン
ト
レ
ー
ブ
（A

lexander Passerin dʼEntrève

）
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
提
示
し
た
自
然
法
理
論
の
「
新
た
な
観

念
の『
合
理
主
義
的
』性
格
（the ʻrationalistʼ character

）」
を
展
開
し
た
者
と
し
て
、プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
共
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を

挙
げ
て
い
る
。A

. P. dʼEntrève, N
atural law

: A
n Introduction to Legal Philosophy (W

ith a new
 introduction by C. J. 

N
ederm

an) (N
ew

 Brunsw
ick/London, 1994) (O

riginally published in 1951), p.56.

（
218
）　H

. M
itteis, Ü

ber das N
aturrecht (D

eutsche A
kadem

ie der W
issenschaft zu Berin, V

orträge und Schriften, H
eft 

26) (Berlin, 1948), S.26.

（
219
）　

例
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、「
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
と
法
規
則
の
取
扱
い
を
そ
れ
ら
の
歴
史
に
照
ら
し
て
行
う
こ
と
か
ら
大
き
な
利
益

が
引
き
出
さ
れ
得
る
こ
と
を
主
張
す
る
者
に
彼
［
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
］
は
同
意
し
た
」
の
で
あ
り
、「
こ
の
点
で
後
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

（Savigny

）
及
び
メ
イ
ン
（M

aine

）
の
学
派
の
先
駆
者
と
み
な
さ
れ
る
何
ら
か
の
主
張
を
含
ん
で
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。Jones, 

op.cit., p.2.

ま
た
、
穂
積
は
、「
歴
史
法
学
の
始
祖
と
い
え
ば
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
比
較
法
学
の
始
祖
と
い
え
ば
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
誰
し
も

言
う
が
、
こ
の
二
学
派
の
開
祖
た
る
名
誉
は
、
当
に
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
に
冠
せ
し
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
て
い
る
。
穂
積
陳
重

『
法
窓
夜
話
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
六
年
（
一
九
八
○
年
再
刊
））
二
四
八
頁
。
尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
比
較
法
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、
宮
澤
、
前
掲
論
文
、
一
○
二
―
一
○
七
頁
を
見
よ
。

（
220
）　

こ
の
「
理
性
へ
の
信
頼
」
に
加
え
て
、（
本
章
第
二
節
㈠
⑵
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
自
然
法
が
実
定
法
に
優
位
す
る
こ
と
を
勘
案
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す
る
な
ら
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
に
お
い
て
は
、
合
理
主
義
的
自
然
法
論
が
実
証
主
義
的
側
面
を
包
摂
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

（
221
）　

フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
こ
れ
を
「
全
て
の
存
在
の
普
遍
的
調
和
は
『
予
定
さ
れ
て
い
る
』（
“preestablished

”）」
と
表
現
し
て
い
る
。

Friedrich, 

“Philosophical Reflection

”, p.82.


